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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4 本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

本市の恵まれた自然環境と高い栽培技術で“育ち”巣立つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（JA かみつが西方いちご集荷場）

　

現
在
、
本
県
産
の
冬
春
「
い
ち
ご
」

の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る「
と
ち
お
と
め
」

は
、
大
塚
町
に
あ
る
栃
木
県
農
業
試
験

場
栃
木
分
場
に
お
い
て
誕
生
し
た
品
種

で
す
。
こ
の
「
と
ち
お
と
め
」
は
、
今

や
全
国
一
栽
培
さ
れ
て
い
る
品
種
と
な

り
ま
し
た
。　

県
全
体
の
「
い
ち
ご
」

の
出
荷
量
は
長
年
全
国
第

１
位
を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、

本
市
に
お
い
て
も
、
冬
場

の
日
照
時
間
が
長
く
、
肥

沃
な
土
と
豊
富
な
地
下
水

な
ど
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
と
高
い
栽
培
技
術
に
よ

り
、
11
月
か
ら
６
月
上
旬

に
か
け
て
、
安
定
的
に
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
家
か
ら
出
荷
さ
れ
た

「
と
ち
お
と
め
」
は
、
生
産

出
荷
組
合
に
お
い
て
、
品

質
・
形
状
等
を
検
査
し
、

出
荷
基
準
を
ク
リ
ア
し
た

も
の
だ
け
が
青
果
市
場
や

商
社
を
通
し
、
首
都
圏
を

中
心
と
し
た
ス
ー
パ
ー
・

小
売
店
等
の
青
果
売
り
場

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
み
か
も
」
と
「
に

し
か
た
」
の
市
内
２
つ
の

道
の
駅
や
地
元
農
産
物
直

売
所
に
も
、
新
鮮
な
「
と

ち
お
と
め
」
を
安
定
供
給

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

お
り
、
お
買
い
求
め
い
た

だ
け
る
よ
う
な
価
格
設
定

に
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
12
月
に
初
出
荷
さ
れ
た

「
ス
カ
イ
ベ
リ
ー
」
は
従
来
の
「
と
ち

お
と
め
」
と
比
べ
る
と
、粒
が
大
き
く
、

き
れ
い
な
円
錐
形
を
し
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。
味
は
、
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
く
、
と
て
も
お
い
し
い
と
評

判
で
あ
り
、
今
後
が
期
待
さ
れ
る
「
い

ち
ご
」
で
す
。

  
栃木市産「とちおとめ」
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
、

多
く
の
方
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
随
時
利
用
受
付
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

 

『道の駅にしかた』（平成 21 年 11 月 22 日オープン・県内 17 番目・3周年）☎ 92‐0990

　西方町中心街から約２㌔、国道 293 号
沿い、田園風景の中にある道の駅です。
西方五千石とも呼ばれる米どころである
当地域にあって西方産コシヒカリ「桜お
とめ」や、特産のいちごをメインに販売

しています。

（ふれあいの郷）
　新鮮野菜や地元の加工品等。
野菜の美味しい食べ方のレシピ
の紹介と試食なども用意してい ます。
★スタッフのおすすめ　旬の「いちご」は新鮮
です。とにかく甘くておいしい。

（
さ
く
ら
）

　

地
元
の
特
産
、

い
ち
ご
関
連
の
お

土
産
や
地
元
商
店

の
食
べ
物
や
工
芸

品
、道
の
駅
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
キ
ラ

ラ
」
グ
ッ
ズ
。
合

併
を
記
念
し
て
市

内
の
お
酒
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

（
ふ
る
さ
と
一番
）

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
て
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点

な
メ
ニ
ュ
ー
を
お
手
頃
な
価
格
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

東
北
道
佐
野
・
藤
岡
イ
ン
タ
ー
か
ら
約
１
㌔
、
国
道
50
号
沿
い
、
三
毳
山
の
麓
に
あ

り
ま
す
。地
元
の
農
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
野
菜
や
手
作
り
ま
ん
じ
ゅ
う
、ジ
ェ
ラ
ー

ト
が
お
す
す
め
！

道
の
駅
み
か
も

運
営
連
絡
会
会

長田
中
久
己
さ
ん

　

年
に
数
回
感

謝
祭
も
兼
ね
た

イ
ベ
ン
ト
を
催

し
、
抽
選
会
や

無
料
の
飲
食
物

配
布
な
ど
を
用

意
、
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

○おすすめ特産品・お土産

（万葉の里）
　地元藤岡町内の
約 200 軒 の 農 家
が新鮮野菜、果物
を提供（今はサツ
マイモ・干し芋・
葉菜類・イチゴ・
みかんなど）。地
元特産の川魚の甘露煮。観賞用のナ
マズやメダカ、金魚なども。

（かあさんの台所）
　ジェラート「フ
レッシュとちおと
めミルク」（目の
前でとちおとめを
つぶして混ぜる）、
クレープ、いちご

大福など取りそろえています。

○レストラン・メニュー
（レストランしもつけ）

　地元の粉を使っ
た手打ちそば。特
に地元でよく食べ
られ、よく採れる
という食材を使っ
た メ ニ ュ ー で す。
ハリハリそば、しょ

うがそば、ち
たけ雑炊御膳
＝ 写 真 ＝ な ど
盛 り だ く さ
ん。

（
こ
な
ら
の
里
）
…
種
類
豊
富
な
お
弁
当
各

種
・
み
か
も
ロ
ー
ル
（
地
元
産
の
小
麦
も
入
っ
た
ブ
レ

ン
ド
小
麦
・
地
元
産
栗
・
那
須
御
用
卵
使
用
）、
み
か

も
の
恵
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
（
道
の
駅
み
か
も
限
定
品
、

地
元
産
紅
ア
ズ
マ
使
用
）、「
遊
水
地
人
」
Ｔ
シ
ャ
ツ
／

タ
オ
ル
、
各
地
の
お
土
産
品
な
ど

ジ
ェ
ラ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー　

新
鮮
な
牛
乳
と

「
い
ち
ご
（
と
ち
お
と
め
）」、「
お
米
（
西
方

産
ブ
ラ
ン
ド
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
）」
を
使
っ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
大
人
気
。
季
節
ご
と
に
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
し
ま
す
。（
１
日
の
最

高
販
売
１
，
４
８
９
個
の
記
録
あ
り
！
）

★スタッフのおすすめ
　冬場の一押しメニューの一つ、地
元の造り酒屋から食材を仕入れて
製造した「あまざけ」のジェラート
です。

手
づ
く
り
の
食
と
農
の
ふ
れ
あ
い
の
里　
道
の
駅
み
か
も
（
平
成
18
年
４
月
21
日
オ
ー
プ
ン
・
県
内
13
番
目
・
６
周
年
）
☎
62
‐
０
９
９
０

★
ス
タ
ッ
フ
の
お
す
す
め　

な

ん
と
い
っ
て
も
地
元
の
日
本
酒

で
す
。
種
類

も
豊
富
に
そ

ろ
っ
て
い
ま

す
。
お
つ
ま

み
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

大
人
気
の

と
ち
お
と
め

　

ジ
ェ
ラ
ー
ト

　
　

で
す

▲にしかた膳（数量限定）
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　栃木地区メディカル
　　　　　センター（仮）について

No. ６

栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。今回は「栃
木地区メディカルセンター（仮称）」に
ついてお話しします。
　下都賀総合病院の経営や施設老朽化の
問題から、地域医療の確保が重要な課題
となっており、「社団法人下都賀郡市医
師会附属下都賀郡市医師会病院」、「栃木
県厚生農業協同組合連合会下都賀総合病
院」、「医療法人陽気会とちの木病院」を
統合再編し、新たに設立する「栃木地区
メディカルセンター（仮称）」として整備
することとなりました。
　この「栃木地区メディカルセンター（仮
称）」は、第１病院、第２病院、総合保
健医療支援センター及び介護老人保健施
設等で構成されています。
　第１病院は、急性期・亜急性期・二次

救急医療センターとなる
ほか、がん医療や脳卒中、
急性心筋梗塞や糖尿病等の
治療の中枢医療機関となり、平成 25 年
中に、栃木駅南で建設に着手します。
　第２病院は、現在の「とちの木病院」
を増改築し、250 床規模の回復期・慢
性期医療・回復期リハビリテーション、
在宅ホスピス機能、透析センター等を設
置します。
　総合保健医療支援センターは、現在の

「医師会病院」を、総合健診センター、
予防接種センター、在宅ケア支援セン
ターに加えて、介護老人保健施設も併設
する施設とします。
　この構想は、全国的にも画期的なこと
であり、国からは合計 35 億円の財政支
援が得られることになっています。栃木
地区の医療の面における安心・安全体制
を築き上げるため、何としても成功させ
なければなりません。何卒、ご理解とご
支援をいただきたいと思います。

意
見
、
提
案
を
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

市
地
域
防
災
・
水
防
・

国
民
保
護
各
計
画
（
案
）

　

本
市
の
災
害
対
策
全
般
に
わ

た
る
基
本
的
な
「
栃
木
市
地
域

防
災
計
画
」、
水
害
を
警
戒
し
、

そ
の
被
害
な
ど
を
軽
減
す
る
た

め
の
水
防
に
関
す
る
「
栃
木
市

水
防
計
画
」、
外
国
か
ら
の
武

力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
等
に
際

し
て
、
迅
速
・
的
確
に
国
民
保

護
措
置
を
行
う
た
め
の
「
栃
木

市
国
民
保
護
計
画
」
の
３
つ
の

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
防
災
・
水
防
・

国
民
保
護
の
基
本
と
な
る
事
項

を
定
め
た
計
画
（
案
）
で
す
。

◆
募
集
期
限　

２
月
18
日（
月
）

必
着

◆
対
象
者
（
共
通
事
項
参
照
）

◆
閲
覧
場
所　

 

消
防
防
災

課
（
本
庁
舎
４
階
）
▽
各
総
合

支
所
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
▽
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法（
共
通
事
項
参
照
）

◇
直
接
提
出　

 

消
防
防
災

課
（
本
庁
舎
４
階
）
▽
各
総
合

支
所
地
域
ま
ち
づ
く
り
課
○
郵

送　

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
（
住

所
記
入
不
要
）
消
防
防
災
課

あ
て
○
Ｆ
Ａ
Ｘ
21
‐
２
３
２
３

○
メ
ー
ル syoubou@
city.

tochigi.lg.jp

市
住
生
活
基
本
・
公
営
住
宅

等
長
寿
命
化
各
計
画
（
案
）

　

本
市
の
特
性
に
応
じ
た
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
住
宅
施
策
を

推
進
す
る
た
め
の
「
栃
木
市
住

生
活
基
本
計
画
（
案
）」
を
、

ま
た
、
市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
等

の
総
合
的
な
活
用
方
針
の
設
定

及
び
長
寿
命
化
を
図
る
「
栃
木

市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

（
案
）」
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
募
集
期
限　

２
月
20
日（
水
）

必
着

◆
対
象
者
（
共
通
事
項
参
照
）

◆
閲
覧
場
所　

施
設
管
理
課

▽ 
 

 
 

の
各
都
市
建
設

課

 

産
業
建
設
課
▽
市
政
情

報
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
３
階
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法（
共
通
事
項
参
照
）

○
直
接
提
出　

施
設
管
理

課
▽ 

 
 

 

の
各
都
市
建

設
課 

 

産
業
建
設
課
○
郵
送　

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
（
住
所
記

入
不
要
）
施
設
管
理
課
あ
て
○

Ｆ
Ａ
Ｘ　

21
‐
２
２
３
９
○
メ
ー

ル si-kanri04@
city.tochigi.

lg.jp◆
そ
の
他
（
共
通
事
項
参
照
）

 

施
設
管
理
課 

☎
21
‐
２
６
２
２

市
環
境
基
本
計
画
（
案
）

　

環
境
基
本
計
画
は
、
環
境
の

保
全
と
創
造
に
関
す
る
総
合
的

か
つ
長
期
的
な
施
策
の
大
綱
を

定
め
る
も
の
で
、
望
ま
し
い
環

境
像
や
環
境
施
策
の
体
系
、
基

本
目
標
、
重
点
施
策
等
の
ほ
か

市
民
、
事
業
者
及
び
市
の
役
割

や
取
り
組
む
べ
き
事
項
等
を
記

載
し
、
市
の
環
境
施
策
推
進
の

指
針
と
な
り
ま
す
。

◆
募
集
期
限　

２
月
８
日（
金
）

必
着

◆
対
象
者
（
共
通
事
項
参
照
）

◆
資
料
の
閲
覧
場
所　

 

環

境
課
▽
各
総
合
支
所
生
活
環
境

課
▽
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
本

庁
舎
３
階
）
▽
栃
木
地
域
の
各

公
民
館
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法（
共
通
事
項
参
照
）

○
直
接
提
出　

 

環
境
課 

▽

各
総
合
支
所
生
活
環
境
課
○
郵

送　

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
（
住

所
記
載
不
要
）
環
境
課
あ
て
○

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
６
２
７
４
○
メ
ー

ルkankyou@
city.tochigi.

lg.jp◆
そ
の
他
（
共
通
事
項
参
照
）

 

環
境
課 

☎
21
‐
２
６
０
１

市
斎
場
再
整
備
基
本
構
想（
案
）

　

老
朽
化
の
進
む
現
斎
場
の
再

整
備
を
行
う
基
本
構
想
を
策
定

す
る
た
め
、
栃
木
市
斎
場
再
整

備
検
討
委
員
会
で
協
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。
基
本
構
想
（
案
）

市
保
育
所
整
備
基
本
計
画（
案
）

　

急
速
な
少
子
化
が
進
行
す
る

一
方
で
、
保
育
ニ
ー
ズ
は
増
加

し
多
様
化
し
て
お
り
、
働
く

親
の
子
育
て
の
支
援
策
と
し

て
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
保

育
所
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
市
で
は
多
く

の
公
立
保
育
所
が
老
朽
化
し
て

お
り
、
安
心
安
全
な
保
育
環
境

の
整
備
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
く
の
課
題
に

対
応
し
、
今
後
着
実
な
保
育
所

整
備
を
進
め
て
い
く
た
め
、「
保

育
所
整
備
基
本
計
画
（
案
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
募
集
期
間　

２
月
28
日（
木
）

必
着

◆
閲
覧
場
所　

 

社
会
福
祉

課
・
こ
ど
も
課
（
福
祉
庁
舎
１

階
）▽
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー（
本

庁
舎
３
階
）
▽
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
▽
栃
木
地
域
の
各
公

民
館
、
大
平
公
民
館
、
藤
岡
公

民
館
、
都
賀
公
民
館
、
西
方
公

民
館
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法（
共
通
事
項
参
照
）

〇
直
接
提
出　

 

社
会
福
祉

課
、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

〇
郵
送　

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

（
住
所
記
入
不
要
）
社
会
福
祉
課

あ
て
○
Ｆ
Ａ
Ｘ
21
‐
２
５
０
５
〇

メ
ー
ルf-total02@

city.tochigi.
lg.jp◇

そ
の
他
（
共
通
事
項
参
照
）

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
１

《
共
通
事
項
》

◆
対
象
者

　

①
市
内
在
住
の
方
②
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
個
人
、

法
人
等
③
市
内
在
勤
、
在
学
の
方
④
市
税
の
納
税
義
務
者
⑤

市
施
策
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

◆
提
出
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
提
出
用
紙
、
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
提
出
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
各
々
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他（
提
出
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
）

　

提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日
公
表
し
ま
す
が
、
住
所
・
氏

名
等
個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
意
見
に
対
し
て
個

別
に
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
担
当
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
６

登
録
型
本
人
通
知
制
度

　

市
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
等
の
不
正
請
求
や
不
正
取
得

に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
を

防
ぐ
た
め
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
等
を
本
人
の
代
理
人
や
第

三
者
に
交
付
し
た
時
に
、
事
前

に
登
録
し
た
方
に
交
付
し
た
こ

と
（
交
付
年
月
日
、
種
別
及
び

通
数
、交
付
請
求
者
の
種
別
（
代

理
人
又
は
第
三
者
の
別
））
を
お

知
ら
せ
す
る
「
登
録
型
本
人
通

知
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
で
き
る
方
は
、
市
の
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る
（
い
た
）
方
で
、

本
人
が
登
録
す
る
場
合
は
本
人

確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
等
本
人
の
写
真
が
貼

付
さ
れ
た
証
明
書
等
）
を
お
持

ち
い
た
だ
き
、
本
庁
市
民
生
活

課
及
び
各
総
合
支
所
生
活
環
境

課
に
備
え
付
け
の
「
本
人
通
知

制
度
事
前
登
録
申
込
書
」
に
記

入
し
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

本
市
は
、
次
の
各
計
画
（
案
）
に
対
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
ま
す
。
各
記
載
の
募
集
期
間
、

閲
覧
場
所
、
提
出
方
法
な
ど
に
沿
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
、

提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
（
共
通
事
項
参
照
）

 

消
防
防
災
課 

☎
21
‐２
７
０
３

に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

◆
実
施
時
期　

平
成
24
年
度
中

（
２
月
頃
）
を
予
定
。

◇
実
施
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
閲

覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
斎

場
整
備
室
、
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
、各
総
合
支
所
等
を
予
定
）

※
な
お
、
平
成
25
年
度
に
基
本

計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
予
定
で
す
。

 

斎
場
整
備
室
（
市
民
会
館
／

日
ノ
出
町
） ☎
20
‐
２
３
１
１

♥
愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
♥

２
月
15
日
（
金
）
９
時
30

分
～
16
時
（
12
時
か
ら
13

時
は
除
く
）

◆
場
所　

栃
木
市
役
所　

※
２
０
０
、４
０
０
㍉
㍑

全
血
献
血

※
献
血
手
帳
、
献
血
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課

　
　
　

☎
25
‐
３
５
１
１
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都市計画決定に関する縦覧及び公聴会

栃木駅南部地区の縦覧及び公聴会

　小山栃木都市計画区域における「栃木駅南部地区地区
計画の原案」に関する縦覧を実施します。
　この原案について意見等のある方は、市長に意見書を
提出することができます。
　なお、都市計画に住民の意見を反映させていく観点か
ら公聴会を実施しますので、公聴会で公述人として意見
を述べることができます。公述を希望する場合はあらか
じめ意見書を提出する必要があります。
◇都市計画の名称
　地区計画の決定に関する地区計画の原案
◇対象となる区域
　栃木市大平町牛久及び川連の各区域の一部
◇縦覧期間及び時間
　期間：１月 22 日（火）～２月５日（火）（土・日、
　祝日を除く）
　時間：８時 30 分～ 17 時 15 分
◇意見書の提出期間
　期間：１月 22 日（火）～２月 12 日（火）
◇縦覧場所

 都市計画課（市役所第２別館１階）
◇公聴会の日時及び場所
　日時：２月 21 日（木）19 時～
　場所：栃木文化会館（旭町）
　なお、公述人がいない場合は中止になります。

 都市計画課 ☎ 21 ‐ 2611

 
 

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
交
付
へ 

 ５
月
15
日

か
ら
開
始

春季全国火災予防運動
３月１日（金）～７日（木）

　春先は空気が乾燥し、火災が発生しやすい気候となり
ます。自分の身の回り・外出先などで、火及び暖房器具
等の取り扱いに注意しましょう。

◎住宅防火いのちを守る７つのポイント
○３つの習慣
①寝たばこは、絶対にやめる。
②ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用す
る。
③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
○４つの対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、
防炎品を使用する。
③火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設置
する。
④お年寄りや身体の不自由な方を守るために、隣近所の
協力体制をつくる。

「消すまでは　出ない行かない　離れない」
　　　　　　消防本部予防課☎ 22 ‐ 0119

住
基
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
が

　
　
　
　
　
　

無
料
に
な
り
ま
す

都市計画道路の変更の縦覧

◇縦覧する都市計画の案
　都市計画道路３・３・３号小山栃木都賀線及び３・４・
　203 号今泉泉川線の都市計画の変更
◇対象となる区域
　仲仕上町、神田町及び今泉町１丁目の各区域の一部
◇縦覧期間及び時間
　期間：２月１日（金）～ 15 日（金）（土・日、祝日
　　　　を除く）
　時間：８時 30 分～ 17 時 15 分
◇縦覧場所
　県都市計画課（県庁 14 階）
　栃木土木事務所企画調査課（下都賀庁舎２階）
　市都市計画課（市役所第２別館１階）
◇その他
　都市計画の案について意見のある人は、縦覧期間中、
知事あてに意見書を提出（期間内必着）することができ
ます。

　　　　　　　県都市計画課  ☎ 028 ‐ 623 ‐ 2465
　　　　　　　  都市計画課 ☎ 21 ‐ 2611

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
、証
明
書
交
付
実
施
に
伴
い
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）の
普
及
を
図
る
た
め
、

現
在
５
０
０
円
の
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
発
行
手
数
料
を
、
４

月
15
日
か
ら
無
料
と
し
ま
す
。

【
住
基
カ
ー
ド
発
行
の
窓
口
】

▽ 
 

市
民
生
活
課

▽
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課

【
住
基
カ
ー
ド
発
行
に
必
要
な

も
の
】

　

本
人
が
下
記
の
書
類
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

①
本
人
確
認
書
類

■
即
日
交
付
の
場
合（
本
庁
舎
・

大
平
総
合
支
所
の
み
即
日
交
付

が
で
き
ま
す
）

○
Ｉ
Ｃ
運
転
免
許
証
と
運
転
免

許
証
の
暗
証
番
号
（
８
桁
）

○
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

な
ど
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
本

人
確
認
書
類
と
健
康
保
険
証
な

ど
本
人
確
認
書
類

■
後
日
交
付
の
場
合
（
申
請
と

交
付
の
２
回
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
）
書
類
を
郵
送
す
る
た

め
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

○
申
請
後
に
市
役
所
が
郵
送
す

る
照
会
書
と
健
康
保
険
証
な
ど

本
人
確
認
書
類
２
点

※
本
人
確
認
書
類
は
全
て
有
効

期
限
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
顔
写
真
（
顔
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド
を
希
望
さ
れ
る
場
合
）

６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
無

帽
・
無
背
景
で
、
顔
が
は
っ
き

り
わ
か
る
４
・
５
㌢
×
６
㌢
の

写
真
１
枚

※
住
基
カ
ー
ド
を
身
分
証
明
書

と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
顔
写

真
が
必
要
で
す
。（
顔
が
は
っ

き
り
分
か
ら
な
い
写
真
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
）。

※
写
真
な
し
の
場
合
は
、
顔
写

真
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
証
明

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

は
顔
写
真
な
し
住
基
カ
ー
ド
で

も
使
用
で
き
ま
す
）。

※
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
即
日
交
付
は
、
窓
口
の
混
雑

状
況
で
停
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
、
再
度
窓
口
へ

お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
７

　
　
　
　
　
　

 

☎
21
‐２
１
４
8

　

５
月
15
日
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
、
住
民
票
の
写

し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
の
交
付

を
受
け
る
に
は
、「
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）」

と
「
事
前
の
利
用
者
登
録
」
が

必
要
で
す
。
利
用
者
登
録
に
つ

い
て
は
、
４
月
15
日
か
ら
次
の

窓
口
で
開
始
し
ま
す
。（
４
月

14
日
以
前
に
利
用
者
登
録
は
で

き
ま
せ
ん
）

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録

の
受
付
窓
口
】

▽ 
 

市
民
生
活
課

▽
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録

手
続
き
】

　

本
市
に
住
民
票
の
あ
る
本
人

（
15
歳
未
満
の
方
、
成
年
被
後

見
人
を
除
く
）
が
、
次
の
も
の

を
持
ち
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
基
カ
ー
ド
と
住
基
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
②
印
鑑
登
録
証

（
既
に
印
鑑
登
録
を
行
っ
て
い

る
方
）

　

利
用
者
登
録
の
際
、
住
基

カ
ー
ド
と
印
鑑
登
録
証
を
一
本

化
し
、
印
鑑
登
録
証
を
回
収
し

ま
す
。
一
本
化
後
は
、
窓
口
で

も
住
基
カ
ー
ド
で
印
鑑
登
録
証

明
書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
る
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
方
は
、
別
途
住
基
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を

受
け
る
に
は
、
印
鑑
登
録
（
手

数
料
２
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

【
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
・
証

明
書
の
交
付
時
間
】

　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

（
平
成
25
年
中
に
取
り
扱
え
る

コ
ン
ビ
ニ
が
増
え
る
予
定
）
６

時
30
分
～
23
時
（
12
月
29
日
～

1
月
3
日
の
年
末
年
始
を
除

く
）

【
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録

証
明
書
発
行
手
数
料
】

▽
コ
ン
ビ
ニ
交
付　

１
８
０
円

▽
庁
舎
窓
口
・
自
動
交
付
機

２
０
０
円

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
７

　
　
　
　
　
　

 

☎
21
‐２
１
４
8

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
学
生
・
生
徒
を
対
象
に

奨
学
金
の
貸
付
を
行
う
奨
学
基

金
へ
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

○
大
杉
清
一
様
（
個
人
）

　
　

１
，
２
０
０
，
０
０
０
円

 

教
育
総
務
課 

☎
21
‐
２
７
１
１

ふ
る
さ
と
文
化
振
興
基
金
に

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
民
文
化
の
振
興
や
個
性
的

な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
ふ
る
さ
と
文
化
振
興
基
金

へ
次
の
方
か
ら
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

《
団
体
》
公
益
財
団
法
人
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
所　

栃
木
市
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
様

　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

 

文
化
課 

☎
21
‐
２
７
４
１

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

　

母
子
家
庭
の
母
の
仕
事
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
し
ま
す
。

○
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

　

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
な
ど

の
資
格
を
取
る
た
め
に
養
成
機

関
（
学
校
）
で
２
年
以
上
の
教

育
課
程
を
受
け
る
場
合
に
、
修

業
支
援
手
当
・
入
学
支
援
修
了

一
時
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

指
定
教
育
訓
練
講
座
（
医
療

事
務
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

な
ど
）
を
受
け
る
場
合
に
、
修

了
後
に
受
講
料
の
２
割
相
当
額

（
上
限
10
万
円
）
を
支
給
し
ま

す
。

☆
共
通
事
項

　

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、

受
講
前
に
相
談
の
う
え
事
前
登

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
11
月
30
日
現
在
、
総
額
は

８
４
，
５
２
０
，
５
３
２
円
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

方
々
は
、
次
の
通
り
で
す
。
お

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

録
・
講
座
指
定
の
申
請
が
必
要

で
す
。

 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
３

大
平
南
中
飯
田
／
ハ
ギ
ワ
ラ　

マ
ミ
／
福
田　

實
／
と
ち
ぎ
協

働
ま
つ
り
２
０
１
２
／
外
山

善
規
／
踊
ろ
う
会
藤
岡
支
部
／

石
川　

猛

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
２
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昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
２
月
７
日
付
「
市
内
の
天
然
リ
ン
ク
で
小
・
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会
」　　
　
　
　
　
　
　
　

下
野
新
聞
か
ら　
　

　
「
温
故
知
新
市
」
は
、
か
つ
て
の
市
内
の
様
子
を
当
時
の
新
聞
記
事
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　寒風をついて疾走するスケート選手の歓声が
聞こえてくるようだ。記事の末
尾には個人と団体の成績が並び
愛好者の多さをうかがわせる。
　会場は市内で唯一の天然氷の

「宮スケートセンター」。残念な
がら２年前に半世紀続いた営業を終えている。
　昭和 33 年、それまで天然氷を生産していた
山間の田んぼを同所の峰岸茂男さんがリンクに
した。農業の傍ら家族で営業してきたが茂男さ
んが平成 22 年に 83 歳で亡くなったことで看
板を下ろした。一帯では天然氷づくりが盛ん
だったということにも驚く。
　息子さんの松司さん（58）によると茂男さ
んは「人を集めて喜ばせるのが好き」で始めた
ようだという。11 月ごろから落ち葉を取り除
き、沢水を引いて氷づくりをする。周囲に植え
た桜やアジサイも花の季節には人気を集めた。
　リンクは２つで、１周 50㍍ほどのコースで
競技は行われた。昭和 30 年代には早朝から夜

９時まで営業、布製の靴のようなものに歯のつ
いた貸しスケートも備えた。シーズンには栃木
駅から１時間に１本の専用バスが出るほど盛況
だったという。
　氷は 30㌢ほどの厚さにもなるが、自然任せ
のため暖冬で営業の厳しい年もあったようだ。
皮肉にも閉鎖する２年ほど前からは寒さが厳し
くなり、いい氷ができるようになった。
　そんな状況もあってか、最近、地元住民の間
でスケートセンター再開の話も出ているとい
う。

早 期 発 見 　 脳 卒 中 ～脳卒中を見逃さないために～
　何か変…もしかして脳卒中？　とりあえず様子見
て…はダメです。
　脳卒中の治療の遅れは命にかかわります。治療開
始が早ければ後遺症が残る可能性が低くなります。
近年では、脳梗塞を発症して３時間半以内に病院に
到着すれば、血栓溶解剤（t ‐ PA）治療を受けるこ
とができるようになりました。脳卒中かな？と思っ
たら、すぐに医療機関を受診しましょう。

＜突然おこる脳卒中の初期症状！見逃さないで＞
～チェック！ＦＡＳＴ（ふぁすと）！！～

　＜脳卒中はなぜ怖い？＞
　脳卒中は脳の血管が
詰まったり破れたりし
ておこる病気で、要介
護や寝たきりの最大の
原因となっています。
また、本市の死因の第

３位を占めています。
＜脳卒中を予防するために＞

　脳卒中の最大の原因は動脈硬化です。その要因と
して高血圧、糖尿病、高脂血症、肥満、たばこ、大
量の飲酒などがあります。
　望ましい生活習慣と適度な運動でかなり改善でき
ます。そして年１回の健康診査で健康管理をしま
しょう。
　　　　　◆問合先　  健康増進課 ☎ 25 ‐ 3512

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

便
利
で
お
得
な
口
座
振
替

　

次
の
方
は
、
所
得
が
な
い
場

合
で
も
前
年
の
所
得
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
保
険
料
全
額
免

除
・
納
付
猶
予
を
継
続
承
認
さ

れ
て
い
る
方

　

日
本
年
金
機
構
が
前
年
の
所

得
に
よ
っ
て
全
額
免
除
・
納
付

猶
予
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
所

得
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
審

査
が
で
き
ず
に
却
下
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

継
続
承
認
さ
れ
て
い
る
方

は
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

所
得
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
20
歳
前
障
害
に
よ
り
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
（
年
金
コ
ー
ド

６
３
５
０
・
２
６
５
０
の
方
）

　

20
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
に
は
所
得
の
制
限
が
あ

り
ま
す
。前
年
の
所
得
に
よ
り
、

年
金
が
全
部
停
止
ま
た
は
一
部

停
止
に
な
り
ま
す
。
所
得
の
申

告
を
さ
れ
な
い
と
、
審
査
が
で

き
ず
に
年
金
が
一
時
差
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
参
考
】
今
年
度
は
、
所
得
が

約
３
６
０
万
円
以
上
で
一
部
停

止
、
約
４
６
２
万
円
以
上
で
全

部
停
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
扶

養
人
数
が
０
人
の
場
合
）

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
５

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に

行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ

も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

◆
口
座
振
替
の
種
類

①
１
年
前
納
（
１
年
分
の
保
険

料
を
４
月
末
に
一
括
引
落
）
毎

月
現
金
で
納
付
し
た
場
合
に
比

べ
、
約
３
，
７
０
０
円
割
引
に

な
り
ま
す
。

②
６
か
月
前
納
（
６
か
月
分
の

保
険
料
を
４
月
末
と
10
月
末
に

一
括
引
落
）
毎
月
現
金
で
納

付
し
た
場
合
に
比
べ
、
約
２
，

０
０
０
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

③
毎
月
振
替
（
早
割
・ 

当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と

し
）月
々
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
申
込
み

　

納
付
書
又
は
年
金
手
帳
、
通

帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
お
持

ち
に
な
り
、
口
座
振
替
申
出
書

を
年
金
事
務
所
又
は
利
用
に
な

る
金
融
機
関
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
出
書
は
、
年
金
事
務
所
、

　11 月から３月までの期間、本市では節電
や温暖化防止対策として「暖房室温 20℃」

「あったかアイテムを取り入れよう」など
ウォームビズを実施しています。
　皆さんのご理解ご協力をお願いします。

 環境課 ☎ 21 ‐ 2601

WARM　BIZ　２０１３

金
融
機
関
に
備
え
付
け
て
あ
り

ま
す
。

　

１
年
前
納
・
６
か
月
前
納
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
年
金
事
務

所
に
２
月
末
必
着
で
す
。
早
め

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
及
び
割
引
額
は
未
定
で
す
。

栃
木
年
金
事
務
所 

　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
６
０
７
４

 

保
険
医
療
課 

☎
21
‐２
１
５
５

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
７

　他に、フラフラする・激しい頭痛・片目が見えにくい等があり
ます。

　

昨
年
10
月
７
日
に
国
立
代
々

木
競
技
場
第
二
体
育
館
で
行
わ

れ
た
第
４
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
極
真
カ
ッ
プ
全
日
本
空

手
道
選
手
権
大
会
の
小
学
４
年

生
男
子
ク
ラ
ス
に
お
い
て
、
高

橋
良
朋
さ
ん（
大
平
南
小
４
年
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

☎
25
‐

０
９
３
０ 

Ｆ ace 顔の片側が下がる、ゆがみがある
Ａ rm 片腕に力が入らない
Ｓ peech ことばが出てこない、ろれつがまわらない
Ｔ ime 症状に気づいたら発症時刻を確認してすぐ

に 119 番を！

　

関
係
者
ら
と
市
長
を
表
敬
訪
問

し
た
高
橋
君
（
左
か
ら
３
人
目
）
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市県民税申告相談受付日程表
３月 ２月

期日
※
市
県
民
税
申
告
の
延
長
（
午
後
４
時
～
６
時
30
分
）
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。　
　

西
方
地
域
▼
２
月
27
日
（
水
）・
28
日
（
木
）　 

栃
木
地
域
▼
３
月
１
日
（
金
）・
４
日
（
月
）　 

大
平
地
域
▼
３
月
５
日
（
火
）・
６
日
（
水
）　　

藤
岡
地
域
▼
３
月
７
日
（
木
）・
８
日
（
金
）　　

都
賀
地
域
▼
３
月
11
日
（
月
）・
12
日
（
火
）

15
日
（
金
）

14
日
（
木
）

13
日
（
水
）

12
日
（
火
）

11
日
（
月
）

８
日
（
金
）

７
日
（
木
）

６
日
（
水
）

５
日
（
火
）

４
日
（
月
）

１
日
（
金
）

28
日
（
木
）

27
日
（
水
）

26
日
（
火
）

25
日
（
月
）

22
日
（
金
）

21
日
（
木
）

20
日
（
水
）

19
日
（
火
）

18
日
（
月
）

15
日
（
金
）

市役所本庁舎３階正庁 大宮
公民館

国府
公民館

皆川
公民館

吹上
公民館

寺尾
公民館 会場

大箱
森
薗
部
４
、
入
舟
、
柳
橋

薗
部
１

片
柳
４
・
５

片
柳
１

沼
和
田

日
ノ
出
、
湊

城
内
２

城
内
１
、
河
合

万
、
倭
、
旭
、
室

平
柳
２
・
３
、
今
泉
、
仲
仕
上
、
藤
田

久
保
田
、
宮
田
、
高
谷
、
樋
ノ
口

大
宮
国
府
、
大
塚

惣
社
、
柳
原
、
大
光
寺
、
田
村
、
寄
居

柏
倉
、
小
野
口
、
志
鳥
、
大
皆
川
、
新
井

皆
川
城
内
、
岩
出
、
泉
川

細
堀
、
川
原
田
、
千
塚
、
梓

吹
上
、
木
野
地
、
野
中
、
宮
、
大
森
、
仲
方

大
久
保
、
鍋
山
、
星
野

尻
内
、
梅
沢
、
出
流

９
時
～
11
時
30
分栃
木
地
域

13
時
～
16
時

平
柳
１

錦
、
嘉
右
衛
門

薗
部
２
・
３

平
井

片
柳
２
・
３

沼
和
田
、
境

富
士
見
、
祝
、、
小
平

神
田
、
本

泉
、
昭
和

15 14 13 12 11 ８ ７ ６ ５ ４ １ 28 27 26 25 22 21 20 19 18 15 期日
大平公民館１階視聴覚室 会場

大
平
地
域
全
域

下
高
島
、
上
高
島
、
北
武
井

横
堀
、
牛
久
、
上
牛
久 

川
連
、
土
与
、
蔵
井

真
弓
（
西
・
中
・
東
・
南
）

西
山
田
（
１
・
２
・
３
）

下
皆
川
（
１
・
２
）

富
田
日
立
、
中
央
町
（
全
）

富
田
（
４
・
５
）

富
田
（
２
・
７
）

富
田
（
１
・
３
・
６
・
８
）

西
野
田
（
１
）、
榎
本
（
上
・
下
）

西
野
田
（
２
）、
西
水
代
（
上
２
）

榎
本
（
旭
）
伯
仲
（
北
・
南
・
西
）

西
水
代
（
上
３
・
下
）

西
水
代
（
上
１
・
瓜
畑
）

新
（
１
）、
榎
本
（
荒
）

新
（
２
）

新
（
４
）

新
（
３
）

９
時
～
11
時
30
分
大
平
地
域13

時
～
16
時

15 14 13 12 11 ８ ７ ６ ５ ４ １ 28 27 26 25 22 21 20 19 18 15 期日
藤岡公民館２階大会議室 会場

藤
岡
地
域
全
域

藤
岡
地
域
全
域

藤
岡
地
域
全
域

城
山
、
南
山
、
小
出
山

仲
町
、
新
町
、
羽
黒

上
町
、
東
原

荒
立
、
荒
立
北
、
向
山
、
山
合

大
田
和
、
太
田

都
賀
甲甲 大

前
（
６
区
）

大
前
（
５
区
・
７
区
）

赤
麻
（
２
区
・
４
区
）

赤
麻
（
１
区
・
３
区
）

西
前
原
、
富
吉
、
中
根

蛭
沼
石
川
、
帯
刀
、
緑
川

新
波
部
屋

９
時
～
11
時
30
分藤
岡
地
域

原
、
篠
山
、
下
宮

城
南
、
筌
場
、
高
間
、

向
高
間

内
町
、
下
町
、
鹿
島

通
山
合
、
堤
外
、
底
谷

都
賀

13
時
～
16
時

15 14 13 12 11 ８ ７ ６ ５ ４ １ 28 27 26 25 22 21 20 19 18 15 期日
都賀総合庁舎別館２階大会議室 会場

都
賀
地
域
全
域

升
塚
平
川
４
０
１
番
地
～

平
川
１
～
４
０
０
番
地

合
戦
場
６
５
１
番
地
～

合
戦
場
２
５
１
～
６
５
０
番
地

合
戦
場
１
～
２
５
０
番
地

上
新
田
、
中
荒
井

橋
本
、
鷲
宮
、
桜
本

中
新
田

新
名
地
、
本
郷
、
中
妻
中
の
内

下
新
田
、
宿

宿
坪
、
中
郷
、
野
上

南
嶺
、
十
文
字
、
仲
坪

富
張
木
の
西
、
木
の
北

木
の
東

大
橋
、
深
沢

原
宿
、
桜
内
、
臼
久
保

都
賀
地
域
全
域

９
時
～
11
時
30
分

都
賀
地
域13

時
～
16
時

15 14 13 12 11 ８ ７ ６ ５ ４ １ 28 27 26 25 22 21 20 19 18 15 期日

西方公民館 真名子
夢ホール 会場

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

西
方
地
域
全
域

上
組
東

栄
町
木
の
宮
西

大
沢
田

小
倉
山
下

柴
中
元
中
部

古
宿

金
井
新
田

弥
八
内

和
久
井
、
金
井
北

下
宿
北

田
谷
真
上
、
向
宿

岡
、
男
丸

根
子
屋

９
時
～
11
時
30
分
西
方
地
域

上
組
北

金
崎
南
、
上
組
南

木
の
宮
東

中
宿
宿
裏
町

柴
南
柴
西

峰 西
金
井

薬
師
堂
、
金
井
東

原
、
神
塚

下
宿
南

居
林
反
町
小
沼
、
小
沼
北

水
木 13

時
～
16
時

所
得
税
の
確
定
申
告
と
市
県
民
税
の
申
告
は 

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

　

所
得
税
・
市
県
民
税
（
住
民

税
）
の
申
告
時
期
で
す
。
申
告

は
、
前
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
に
生
じ
た

す
べ
て
の
所
得
に
つ
い
て
計
算

し
、税
金
の
額
を
確
定
し
ま
す
。

　

必
ず
期
限
内
に
正
し
く
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
確
定
申
告
が
必
要
な
方

▼
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、

譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
方

▼
給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
給
与
の
収
入
金
額
が
２
千
万

円
を
超
え
る
方

②
給
与
の
支
払
を
１
か
所
か
ら

受
け
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得

が
20
万
円
を
超
え
る
方

③
給
与
の
支
払
を
２
か
所
以
上

か
ら
受
け
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
収
入
と
給
与
所
得

以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え

る
方

▼
確
定
申
告
で
還
付
を
受
け
た

い
方

①
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
な
ど
各
種
控
除
を

受
け
る
方

②
公
的
年
金
に
係
る
雑
所
得
の

み
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が

納
め
過
ぎ
の
方
な
ど

市
県
民
税
申
告
が
必
要
な
方

▼
平
成
25
年
１
月
１
日
に
、
市

内
在
住
の
次
の
方

①
確
定
申
告
の
必
要
は
な
い

が
、
前
年
中
何
ら
か
の
所
得
が

あ
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
（
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
含
む
）
で
、
勤
務
先

か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

▼
収
入
、
所
得
が
な
い
方
で
次

の
方

①
扶
養
者
の
勤
務
先
や
官
公
庁

へ
の
証
明
書
等
の
提
出
が
必
要

と
な
る
方

②
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険

料
で
軽
減
等
の
算
定
が
必
要
な

方③
そ
の
他
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
の

た
め
に
所
得
の
把
握
が
必
要
と

な
る
方

※
年
末
調
整
を
さ
れ
た
給
与
所

得
だ
け
の
方
は
、
申
告
不
要
で

す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

た
方
は
、
市
県
民
税
の
申
告
不

要
で
す
。

　

平
成
23
年
分
以
後
の
各
年
分

に
お
い
て
、
公
的
年
金
等
の
収

入
金
額
の
合
計
額
が
４
百
万
円

以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年

金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

し
た
。な
お
、こ
の
場
合
で
あ
っ

て
も
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
場
合
や
上
場
株
式
等
に
係
る

譲
渡
損
失
の
繰
越
控
除
な
ど
で

控
除
を
受
け
る
場
合
に
は
、
確

定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

◎
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

　

市
県
民
税
は
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
が
４
百
万
円
以
下

で
も
そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
場

合
や
、
医
療
費
控
除
等
の
控
除

を
受
け
る
場
合
に
は
、
市
県
民

税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

＝
所
得
税
の
確
定
申
告
＝

○
確
定
申
告
会
場
　
栃
木
商
工

会
議
所
（
片
柳
町
2
丁
目
）

○
開
設
期
間　

２
月
18
日（
月
）

～
３
月
15
日
（
金
）
※
土
・
日

曜
日
を
除
く

○
受
付
時
間　

９
時
～
16
時

※
期
間
中
は
栃
木
税
務
署
庁
舎

で
の
申
告
相
談
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

◆
問
合
先　

栃
木
税
務
署
☎
22

‐
０
８
８
５

◇
確
定
申
告
に
は
、
パ
ソ
コ
ン

が
利
用
で
き
ま
す

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
期
間
中

い
つ
で
も
申
告
書
の
作
成
・
提

出
が
で
き
ま
す
。

○
申
告
書
の
作
成　

国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し

た
申
告
書
な
ど
を
印
刷
し
、
そ

の
ま
ま
提
出
で
き
ま
す
。（
郵

送
も
可
）

○
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
で
、
自

宅
か
ら
申
告
や
納
税
が
可
能
で

す
。
な
お
、
利
用
に
は
事
前
手

続
き
が
必
要
で
す
。

《
利
点
》・
申
告
会
場
へ
出
か
け

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。（
期

間
中
は
24
時
間
対
応
）

・
最
高
３
千
円
が
税
額
控
除（
電

子
証
明
書
等
特
別
控
除
）
さ
れ

ま
す
。（
過
去
に
こ
の
控
除
を

受
け
た
場
合
は
対
象
外
で
す
）

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta.go.jp

＝
市
県
民
税
の
申
告
＝

◇
日
時
お
よ
び
場
所　

左
の
申

告
相
談
受
付
日
程
表
を
確
認

し
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
割
り
振
り
受
付
日
の
都
合
が

悪
い
方
は
他
の
日
程
、
他
の
庁

舎
・
会
場
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

・
次
の
期
日
は
受
付
を
18
時
30

分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

○
西
方
地
域
２
月
27
日
（
水
）、

28
日
（
木
）
○
栃
木
地
域
３
月

１
日
（
金
）、
４
日
（
月
）
○

大
平
地
域
３
月
５
日
（
火
）、

６
日
（
水
）
○
藤
岡
地
域
３
月

７
日
（
木
）、
８
日
（
金
）

○
都
賀
地
域
３
月
11
日
（
月
）、

12
日
（
火
）

◇
申
告
に
つ
い
て
の
お
願
い

○
期
間
中
は
、
市
役
所
本
庁
お

よ
び
総
合
支
所
の
市
民
税
担
当

窓
口
で
は
申
告
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。
各
申
告
会
場
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

○
医
療
費
控
除
の
金
額
や
事
業

収
支
等
は
事
前
に
集
計
し
て
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
本
庁
舎
へ
は
、
な
る
べ
く
車

で
の
来
場
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
次
の
確
定
申
告
は
、
市
県
民

税
会
場
で
は
受
付
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

①
初
年
度
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除

②
土
地
や
建
物
、
株
式
等
の
譲

渡
所
得
、
先
物
取
引
に
係
る
雑

所
得

③
準
確
定
申
告

※
青
色
申
告
、
国
外
扶
養
の
申

告
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

◇
申
告
に
必
要
な
も
の

○
売
上
、
収
入
、
経
費
な
ど
が

わ
か
る
収
支
内
訳
書
等

○
給
与
収
入
、
年
金
収
入
の
あ

る
方
は
源
泉
徴
収
票
（
コ
ピ
ー

不
可
）

○
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
・

国
民
健
康
保
険
税
等
）
の
領
収

書
等

○
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料

等
の
控
除
証
明
書

○
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
状
況
を
証
明
す
る
手
帳

も
し
く
は
証
明
書

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
医
療
費
の
領
収
書
、
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
の
わ
か
る
も
の

○
そ
の
他
、
収
入
確
認
、
控
除

に
必
要
と
な
る
も
の

○
還
付
申
告
の
場
合

　

通
帳
又
は
口
座
の
わ
か
る
も

の○
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も

の
）

◇
問
合
先

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
４

 

税
務
課 　

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 　

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課 　

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

☎
92
‐
０
３
０
４

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
へ
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施　設　名 問合先

農村婦人の家
大平農村婦人の家  産業振興課 43-9212
西方農村婦人の家  産業建設課 92-0313

農産加工所

農村振興総合センター  農林課 21-2554
大平西地区農産加工所  産業振興課 43-9212
藤岡農産加工センター  産業振興課 62-0906
西方農産加工所

 産業建設課 92-0313
真名子農産加工所

有料公園施設

総合運動公園  維持管理課 21-2558
大平運動公園  都市建設課 43-9215
藤岡渡良瀬運動公園 藤岡スポーツふれあい

センター 62-1301
藤岡スポーツふれあいセンター
ファミリーパーク

 都市建設課 29-1105
ふるさとセンターパーク
西方総合公園  産業建設課 92-0314

公民館

栃木公民館 栃木公民館 24-0352
大宮公民館 大宮公民館 27-0073
皆川公民館 皆川公民館 22-1812
吹上公民館 吹上公民館 31-1792
寺尾公民館 寺尾公民館 31-0002
国府公民館 国府公民館 27-3002
大平公民館

大平教育支所 43-9219
大平西地区公民館
大平南地区公民館
大平東地区公民館
藤岡公民館

藤岡教育支所 62-4321
藤岡地区公民館
三鴨地区公民館
部屋地区公民館
赤麻地区公民館
都賀公民館 都賀教育支所 27-5050
西方公民館 西方教育支所 92-0316

集会所

皆川城内集会所

 生涯学習課 21-2731

新栃木コミュニティ会館
大平榎本集会所
大平伯仲集会所
大平真弓集会所
大平西水代集会所
大平富田集会所
藤岡都賀集会所
藤岡富吉集会所

コミュニティ 

センター

栃木第三地区コミュニティセンター

 生涯学習課 21-2731
栃木第四地区コミュニティセンター
栃木第五地区コミュニティセンター
栃木第六地区コミュニティセンター
西方南部地区コミュニティセンター 西方教育支所 92-0316

市内小中学校 
（学校施設の開放）

校庭（夜間照明含む）  スポーツ振興課 25-0930
屋内運動場（体育館・武道場）  教育総務課 21-2713
特別教室（一部の学校のみ）  生涯学習課 21-2705

体育施設

屋内運動場  スポーツ振興課 25-0930
大平体育館

大平教育支所 43-9225大平南体育館
大平武道館
藤岡総合体育館

藤岡総合体育館 62-4431
藤岡弓道場

三鴨スポーツ広場 藤岡スポーツふれあい
センター 62-1301

都賀体育センター

都賀教育支所 27-5050

都賀市民運動場
つがスポーツ公園運動場
木コミュニティセンター
都賀南部コミュニティセンター
大柿コミュニティセンター
西方総合文化体育館

西方総合文化体育館 92-0866
西方北グラウンド
西方南グラウンド
真名子運動広場

文化会館

栃木文化会館  文化課 21-2427
大平文化会館 大平文化会館 43-5231
藤岡文化会館 藤岡文化会館 62-4321
都賀文化会館 都賀文化会館 27-8855

大平隣保館  人権推進課 43-6611
藤岡遊水池会館  地域まちづくり課 62-0900
真名子夢ホール 真名子出張所 92-7004
渡良瀬の里 渡良瀬の里 62-1635
かかしの里  産業振興課 43-9213
藤岡城山コミュニティセンター  下水道課 20-5711

公共施設の使用料を改定します
　現在、合併前の旧市町ごとに異なっている公共施設の使用料について、取り扱い
を統一するため、４月１日から使用料を改定します。
　使用料が改定となる公共施設は次のとおりです。詳しい改定内容については直接
問い合わせください。

ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
⑪

  「
早
く
」「
ダ
メ
」「
が
ん
ば
れ
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
避
け
た
い
言
葉

　

親
は
子
ど
も
に
様
々
な
言

葉
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
で
き
れ
ば
避
け

た
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
「
早
く
」
は
子
ど
も
の
ペ
ー

ス
で
行
動
す
る
こ
と
を
否
定

し
、
親
の
ペ
ー
ス
で
行
動
す

る
こ
と
を
求
め
る
言
葉
で
す
。

　
「
ダ
メ
」
は
子
ど
も
の
行

動
を
否
定
す
る
だ
け
で
な

く
、
子
ど
も
の
人
格
も
否
定

す
る
こ
と

に
な
り
ま

す
。

　
「
が
ん

ば
れ
」
は

何
気
な
く

使
い
が
ち
で
す
が
、
子
ど
も

に
対
し
て
「
お
ま
え
は
、
今

が
ん
ば
っ
て
い
な
い
よ
。
が

ん
ば
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
よ
。
だ
か
ら
が
ん
ば
れ
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
が
今
が
ん
ば
っ

て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま

せ
ん
。
子
ど
も
な
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る

「
が
ん
ば
っ
て
い
る
ね
」
と

い
う
言
葉
か
け
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

親
は
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
言
葉
で
も
、
子
ど
も
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
普

段
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
か
け

て
い
る
か
、
振
り
返
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

と
ち
ぎ
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

く
ら
ら

　

市
民
活
動
と
は
、
市
民
が
社

会
の
問
題
や
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
営
利
を
目
的
と
せ
ず

自
主
的
・
主
体
的
に
行
う
活
動

で
、
公
益
性
を
有
す
る
も
の
で

す
。

　
「
く
ら
ら
」
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
貢
献
活
動

な
ど
の
市
民
活
動
を
推
進
す
る

拠
点
と
し
て
、
平
成
17
年
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
動
し
て
い
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
交
換
や
交

流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
新
た

に
市
民
活
動
に
参
加
し
た
い

方
々
の
情
報
収
集
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
ら
ら
の
機
能

◇
情
報
収
集
・
提
供
の
一
元
化

機
能

　

市
民
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
活
動
に
関
す
る
情
報

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
情

報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
各

種
情
報
を
収
集
、提
供
し
ま
す
。

◇
交
流
・
理
解
促
進
機
能

　

市
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
企
業
、
行
政
等
が
自

由
に
情
報
交
換
を
し
、
交
流
を

深
め
る
機
会
と
場
所
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
や
意

見
交
換
等
の
交
流
機
会
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
市
民
活
動
や

協
働
の
理
解
促
進
を
図
り
ま

す
。

◇
広
報
・
研
修
機
能

　

市
民
活
動
に
つ
い
て
市
民
に

広
報
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
研
修
や
人
材
の
育

成
等
を
行
い
ま
す
。

◇
相
談
機
能

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
組
織
運
営
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
設
立
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
の
相
談
、
関
係
行
政

機
関
や
各
種
団
体
、
企
業
等
と

の
協
働
に
関
す
る
相
談
業
務
を

行
い
ま
す
。

◇
活
動
場
所
・
事
務
機
器
の
提

供
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
活
動
支
援
の
た
め
、
会
議
室

や
作
業
室
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
及

び
事
務
機
器
を
提
供
し
ま
す
。

西
方
地
域
を
対
象
に

は
か
り
の
定
期
検
査

　

商
店
や
会
社
・
宅
配
便
等
の

取
引
用
（
営
業
用
）
及
び
病
院
・

学
校
・
保
育
所
等
の
証
明
用
に

使
用
し
て
い
る
は
か
り
は
、
計

量
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
定
期

検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

◆
日
時　

２
月
１
日
（
金
）
10

時
～
15
時

◆
場
所　

西
方
公
民
館
（
西
方

町
本
城
）

◆
対
象　

証
明
用
に
使
用
し
て

い
る
は
か
り（
西
方
地
域
の
み
、

他
地
域
は
５
月
ご
ろ
予
定
）

◆
検
査
手
数
料　

は
か
り
の
能

力
に
よ
る

 

産
業
建
設
課 

☎
92
‐０
３
１
３

便
利
で
確
実
な

　

口
座
振
替
の
利
用
を
！

◆
受
付
窓
口　

市
役
所
、
各
総

合
支
所
・
出
張
所
、
取
扱
金
融

機
関

◆
用
意
す
る
も
の　

取
引
金
融

機
関
の
通
帳
、
通
帳
届
出
印

◆
利
用
で
き
る
金
融
機
関　

市

内
の
金
融
機
関
の
本
・
支
店
と

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お
よ
び
佐
野
信

用
金
庫

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
利
用
の
方

は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
へ
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
引
き
落
と
し
日
前
に
は
残
金

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

の
口
座
振
替
に
つ
い
て
、
新
年

度
か
ら
変
更
の
方
は
４
月
中
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

収
税
課
☎
21
‐
２
１
３
１

（
一
部
有
料
）

○
場
所　

境
町
19
‐
３
（
☎
20

‐
７
１
３
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
20
‐

７
１
３
２
）

○
開
館
時
間　

月
～
土
曜
日　

10
時
～
21
時
（
水
曜
休
館
）　

日
・
祝　

10
時
～
17
時

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

☎
21
‐
２
２
４
９
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

2/ ８（金）22（金）
10:00 ～ 12:00

本庁／本市民生活課　
☎ 21‐2144

３/21（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

２/19（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／藤生活環境課
☎ 62‐0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） ２/ ８（金）22（金）
10:00 ～ 12:00 本庁／本市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

２/ ８（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

２/12（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大 生活環境課　　　 
☎ 43‐9211

２/26（火）
9:30 ～ 11:30

老人憩いの家／都生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁／本市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 ２/23（土）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○外国人相談 ２/16（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○行政相談

２/12（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

２/18（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／西生活環境課
☎ 92‐0308

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

厚生センター・大平隣保館／人権推進課
☎ 24‐2444 ☎ 43‐6611・0120‐46‐7830

２/13（水）
10:00 ～ 12:00

藤岡赤麻地区公民館／人権推進課
☎ 43‐6611

２/18（月）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／人権推進課
☎ 43‐6611

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○女性のチャレンジ電話相談
（就職・再就職の相談）

火～木曜日
9:00 ～ 16:00

パルティとちぎ男女共同参画センター
☎ 028‐665‐8724

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／本こども課
☎ 21‐2513

本＝本庁舎
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所

相談業務のご案内
ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

くらしの窓
　

事
業
者
が
消
費

者
の
自
宅
を
訪
問

し
、
金
や
プ
ラ
チ

ナ
な
ど
の
貴
金
属

を
使
っ
た
ア
ク
セ

サ
リ
ー
や
和
服
を

買
い
取
る
と
い
う
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。

★
問
題
点

　

①
不
意
打
ち
的
に
勧
誘
さ

れ
、
買
い
取
り
価
格
が
妥
当

か
ど
う
か
比
較
検
討
で
き
な

い
ま
ま
契
約
さ
せ
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
②
消

費
者
が
断
っ
て
も
執
拗
・
強

引
な
勧
誘
を
行
う
。
③
健
康

保
険
証
や
免
許
証
に
記
載
さ

れ
た
個
人
情
報
を
書
き
留
め

ら
れ
、
悪
用
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
相
談
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

☆
「
ア
ド
バ
イ
ス
」　

　

①
い
っ
た
ん
品
物
を
引
き

渡
す
と
、
後
で
返
品
し
て
欲

し
い
と
申
し
出
て
も
返
品
さ

れ
る
事
は
殆
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
買
い
取
っ
て
も
ら
う
つ

も
り
が
な
い
な
ら
き
っ
ぱ
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

②
契
約
前
に
事
業
者
の
住

所
、
連
絡
先
、
古
物
商
許
可

証
等
の
提
示
を
求
め
、
内
容

を
確
認
し
書
き
留
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
消
費
者
か
ら
の

こ
う
し
た
要
請
に
き
ち
ん
と

対
応
し
な
い
業
者
と
は
契
約

し
な
い
事
が
大
切
で
す
。

　

③
事
業
者
が
強
引
に
家
の

中
に
入
っ
て
く
る
な
ど
怖
い

思
い
を
し
た
場
合
は
警
察
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町 

☎
23
‐
８
８
９
９
）

　
貴
金
属
の
買
い
取
り
に
注
意
！

救 急 医 療 と 救 急 車
医療って
なあに！？

地域

⑤

　今月は、救急医療と切っても切
れない関係にある救急車のお話で
す。
　昨年 11 月、総務省から救急・
救助に関する調査結果が公表され
ました。これによると、平成 23
年の救急車の出動件数は 570 万
7,655 件（前年比約 24 万 4,000
件増）、搬送した人数は 518 万
2,729 人（前年比約 20 万 3,000
人増）であり、ともに過去最多を
記録しました。増加の要因として
は、 高 齢 者 の 搬
送 が 増 え て い る
ことだそうです。
　 栃 木 市 消 防 本
部 管 内 に お い て
も、平成 23 年の出動件数が 5,362
件（前年比 240 件増）、搬送人員
4,870 人（前年比 177 人増）となっ
ており、過去最多を記録していま
す。搬送人員としては、１年間で
市民の約 30 人に１人が搬送され
たことになります。
　一方で、救急車が現場に到着す
るまでの時間、病院などへの収容
に要する時間は、全国的に増加し

ている状況にあります。原因はい
ろいろ考えられますが、救急車の
出動件数が増加していることや搬
送先の病院がすぐに決まらないこ
とが大きな要因だと思われます。
　先ほどの総務省の調査では、搬
送された人の約 50％が入院の必
要がない軽症者であり、中には救
急車に自ら乗り込み、病院の診察
券を出して、「この病院まで行っ
てくれ」といった笑い話では済ま
ないようなことが全国各地で起
こっているそうです。
　また、平日や日中は仕事だから
といった、いわゆる救急のコンビ
ニ受診や、軽症者の大病院志向な
どが、本当に迅速な救命措置を必

要とする患者の受入
れができない状況を
作り、搬送先がなか
なか決まらないのか
もしれません。

　市としましては、市民の皆さん
のもしもの時に、的確な医療を迅
速に受けることのできる救急搬送
や救急医療の体制の充実強化に努
めてまいりますので、市民の皆さ
んには、救急車や医療機関の適正
利用を通して、ご支援、ご協力く
ださるようお願いします。
　  地域医療対策室 

☎ 21 ‐ 2419

　

蔵
の
街
大
通
り
周
辺
の
店
舗
に
、
雛
人
形
や
幼
稚
園
・
保

育
園
児
の
ぬ
り
絵
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　

折
り
紙
教
室
な
ど
の
小
さ
な
お
子
さ
ん
も
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
蔵
の
街
で
お
子
さ
ん
と
の
思
い

出
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◆
期
間　

２
月
20
日
（
水
）
～
３
月
３
日
（
日
）

◆
場
所　

蔵
の
街
大
通
り
周
辺
の
店
舗
等

と
ち
ぎ
の
雛
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
☎
23
‐
３
１
３
１

都賀食育フェスティバル
～親子で参加しよう～　

２月 24 日（日）10 時～ 12 時　
　都賀地域では、食育推進活動を通じ地産地消の普及を図る
とともに、食の大切さを知ってもらうため『食育フェスティバル』
を開催します。
◆内容　食育の話（講話／地元小学生の実践例）、じゃんぼ食
育カルタ、「食育ソング」歌と踊り、「特産物を使ったアイデアお
菓子」の披露と試食、餅つき体験、地産地消料理の試食会
◆場所　都賀公民館（都賀町原宿）
◆対象　市内の幼稚園・保育園児及び小・中学生と保護者 100
組（先着順）
◆参加費　無料
◆申込・問合先　２月１日（金）～８日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　都賀公民館 ☎ 27‐5050

お
子
さ
ん
の
進
学
、
就
職

資
金
を
無
利
子
貸
付

母
子
寡
婦
福
祉
資
金

就
学
援
助
事
業
の
案
内

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
児
童
生
徒
に
、
学
用
品

費
・
学
校
給
食
費
・
医
療
費
等

の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐２
１
７
８

各
教
育
支
所
▽
大
平
☎
43
‐

９
２
１
８
▽
藤
岡
☎
62
‐
４
３
２
１

▽
都
賀
☎
28
‐
０
８
０
１
▽
西
方

☎
92
‐
０
３
１
５

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　
2
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
2
月
18
日
（
月
）
14

時
か
ら
吹
上
公
民
館
（
吹

上
町
）
で
開
催
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

　

母
子
・
寡
婦
世
帯
の
お
子
さ

ん
の
高
校
・
大
学
進
学
や
就
職

の
資
金
を
無
利
子
で
貸
付
し
ま

す
。

○
就
学
支
度
資
金
（
入
学
金
、

入
学
に
必
要
な
被
服
等
の
購
入

資
金
）

○
修
学
資
金
（
授
業
料
、
書
籍

代
、
通
学
等
の
資
金
）

※
奨
学
金
等
の
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

○
就
職
支
度
資
金
（
就
職
に
必

要
な
被
服
等
の
購
入
資
金
）

○
修
業
資
金
（
自
動
車
運
転
免

許
が
就
職
に
必
要
な
場
合
の
免

許
取
得
資
金
等
）

※
就
学
支
度
資
金
・
就
職
支
度

資
金
は
入
学
・
就
職
後
の
貸
付

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

貸
付
額
・
返
済
期
間
等
は
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

 
こ
ど
も
課
☎
21
‐
２
５
１
３

２
月
20
日
（
水
）
～
３
月
３
日
（
日
）
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市消防団栃木方面隊
大火防止消防訓練

栃木・西方方面隊
消防団員募集中

　消防車両が出動
し、消防団員による
放水訓練などを行
います。
　付近住民の皆さ
んのご協力をお願いします。
◆日時　２月 24 日（日）8 時 30 分～
◆場所　室町地内 うずま公園

自分たちの街は、自分たちで守る！
　あなたの力を地域の
安全と安心を守るため
に生かしませんか。
　詳しくは、下記へ問
い合わせください。

◆問合先　消防防災課☎ 21‐２７０３

時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容
費＝費用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等に問い合わせください。

おおひら日帰りスキー＆スノボー参加者募集
時３月２日（土）場 会津高原だいくらスキー場（福島
県南会津町）対 市内在住、在勤の小学生以上の方（小
学生は保護者同伴）90 人※定員を超えた場合、整理
券による抽選 内 当日、希望者には講習会のなかで基
礎スキー技能検定会（バッジテスト）を実施 費 中学
生以上 3,500 円、小学生 2,500 円／リフト券（希望
者のみ）中学生以上 2,000 円、小学生 1,500 円／レ
ンタル（希望者のみ）スキーセット1,000 円、ボードセッ
ト1,500 円、ウェアー 1,000 円、手袋・ゴーグル各
200 円／昼食（希望者のみ）カレーライス豚汁付 600
円 申２月７日（木）まで 大 生涯学習担当スポーツ振
興チーム／大平公民館内☎ 43‐9225
市ソフトボール協会総会・登録のお知らせ
◎総会
時３月３日（日）※９時 30 分受付、10 時開始 場 勤
労者総合福祉センター（今泉町１丁目）
◎平成 25 年度チーム登録
　未登録では大会に出場できませんので、ご注意く
ださい。
費 登録料１万円（総会時納入）
申 ２月14 日（木）まで 本 スポーツ振興課☎ 25‐
0930
市軟式野球連盟登録・大会等のお知らせ
◎平成 25 年度一般・学童野球チームの登録
時３月10 日（日）１０時～ 14 時 場 総合運動公園本
球場内市軟式野球連盟事務所（川原田町）費 登録料
一般１万円、学童２千円※学童は、別途競技必携代
２千円が掛かります。
◎第３回春季栃木市軟式野球大会
費 参加費　A・B・C・D クラス１万２千円、市外チー
ム２万円
◎第３回栃木市春季学童軟式野球大会（第 33 回全
日本学童栃木ブロック大会）
費 参加費　１万円
☆共通事項
登録用紙・参加申込書
３月３日（日）18 時 30 分～栃木文化会館（旭町）
で行われる市軟式野球連盟第３回総会にて配布。
申 市軟式野球連盟事務局☎ 25‐3534 本スポーツ
振興課☎ 25‐0930

催
し
物

第
８
回
日
本
語
ス
ピ
ー
チ

　
　
　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト

　

在
住
外

国
籍
市
民

が
日
本
で

の
体
験
や

感
想
を
発

表
し
ま

す
。
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
日
時　

２
月
３
日
（
日
）
13

時
30
分
～
16
時（
受
付
13
時
～
）

◆
場
所　

サ
ン
プ
ラ
ザ
（
片
柳

町
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
※
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
、

希
望
者
に
よ
る
交
流
会
あ
り
。

勤
総
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
嘉
右
衛
門
町
伝
建
地
区
」

重
伝
建
選
定
記
念
講
演
会

　

嘉
右
衛
門
町
伝
建
地
区
は
、

昨
年
７
月
９
日
に
国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選

定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
講
演
会
を
開
催
し
、
今

後
の
嘉
右
衛
門
町
伝
建
地
区
の

歴
史
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
！　

勤

総
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

全
館
無
料
開
放

◆
日
時　

３
月
10
日
（
日
）
９

時
30
分
～
16
時

◎
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
、

自
主
講
座
発
表
会
、
作
品
展
、

講
座
無
料
体
験
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
焼
き
そ
ば
・
味
噌
お

で
ん
・
チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ
等
の
販

売
、
お
楽
し
み
抽
選
会

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
参
加
費　

無
料

◆
問
合
先　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
27
‐
７
１
４
０

◆
日
時　

２
月
９
日
（
土
）
12

時
～
19
時
30
分
※
荒
天
時
は
10

日
（
日
）
に
の
み
順
延

◆
場
所　

藤
岡
中
央
通
り
（
県

道
佐
野
古
河
線
路
上
、
館
林
街

道
十
字
路
～
十
全
薬
局
前
十
字

路
、
東
武
日
光
線
藤
岡
駅
か
ら

徒
歩
５
分
）

◆
内
容　

だ
る
ま
な
ど
の
縁
起

物
や
植
木
の
販
売
、
露
天
商
や

商
工
会
関

係
者
に
よ

る
各
種
出

店◆
注
意
！　

当
日
会
場
内
・
周
辺
は
９
時
～

20
時
30
分
ま
で
全
面
車
両
通
行

止
め
等
の
交
通
規
制
。

◆
問
合
先

藤
岡
町
商
工
会  

☎
62
‐２
０
０
６

藤 

産
業
振
興
課 

☎
62
‐０
９
０
６

初　

市　

祭

　市内学校開放施設（スポーツ開放施設）の４月か
らの使用に伴い、新たに利用を希望する団体の登録
を受け付けます。登録は毎年度必要ですので、現在
登録してある団体も忘れずに登録してください（今
年度登録団体には登録申請書を送付します）。内 条
件＝市内在住か在勤者又は在学者で、スポーツ・レク
リエーション活動で利用する10 人以上の団体（必ず
責任者を置くこと）／登録先＝栃木地域は、スポーツ
振興課又は教育総務課へ。大平・藤岡・都賀・西方
地域は各教育支所スポーツ振興チームへ 申 本 スポー
ツ振興課☎ 25‐0930 ／教育総務課☎ 21‐2713 ／
大平公民館☎ 43‐9225 ／藤岡スポーツふれあいセ
ンター☎ 62‐1301 ／都賀公民館☎ 27‐5051 ／西
方総合文化体育館☎ 92‐0866

平成 25 年度学校開放施設
スポーツ利用団体登録のお知らせ

　

渡
良
瀬
遊
水
地
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
鈴
木
市
長
自
ら
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
り
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
遊
水
地
利
用
者
の
ほ
か
、
若
者
や
女
性
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
の
遊
水
地
に
期
待
す
る
こ
と
を
話

し
合
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

２
月
17
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

藤
岡
遊
水
池
会
館
（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
対
象　

一
般
の
方
１
０
０
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
テ
ー
マ　
「
こ
れ
か
ら
の
渡
良
瀬
遊
水
地
に
期
待
す
る
こ
と
」

◆
問
合
先　
　
　
　
　
　
　

 

総
合
政
策
課 

☎
21
‐
２
４
０
２

　
　
　
　
　
　
　

 

藤 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
62
‐
０
９
０
０

３
月
３
日
（
日
）

８
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

雨
天
中
止

赤
津
小
学
校（
都
賀
町
富
張
）

◆
対
象　

小
学
校
周
辺
自
治

会
住
民
ほ
か

◆
問
合
先

都 
地
域
ま
ち
づ
く
り
課

   　
　
　

☎
29
‐
１
１
０
０

都
賀
地
域
防
災
訓
練

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
記
念

◆
日
時　

２
月
23
日
（
土
）
14

時
～
16
時

◆
場
所　

と
ち
ぎ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
第
５
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
箱
森
町
）

◆
定
員　

80
人

◆
参
加
費　

無
料

◎
第
１
部
（
40
分
）

講
師　

栃
木
市
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
保
存
審
議
会
会
長　

河
東
義
之
氏

演
題　

嘉
右
衛
門
町
伝
建
地
区

の
町
並
み

◎
第
２
部
（
40
分
）

講
師　

梅
津
章
子
氏
（
文
化
庁

文
化
財
部
参
事
官
＝
建
造
物
担

当
＝
付　

伝
統
的
建
造
物
群
部

門　

文
化
財
調
査
官
）

演
題　

伝
建
制
度
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

◆
問
合
先　

 

伝
建
推
進
室 

☎
21
‐２
６
１
９

◆
費
用　
（
交
流
会
の
み
）
一

般
１
千
円
、
中
学
生
以
下
５
０

０
円
（
飲
み
物
・
軽
食
代
）

◆
共
催　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
栃
木

◆
申
込
み　

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
の
申
込
み
は
、
１
月
21
日

（
月
）
ま
で

◆
問
合
先　

市
国
際
交
流
協
会
（
市
民
会
館

内
）            

☎
25
‐
３
７
９
２

と
ち
ぎ
市
民
環
境
ま
つ
り

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
環
境

に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
ま
つ

り
で
す
。
ご
家
族
、
お
友
だ
ち

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

町
）

◆
内
容　

環
境
に
関
す
る
各
種

展
示
、
取
組
発
表
／
水
質
検
査

／
模
擬
店
そ
の
他
、
同
時
開
催　

栃
木
市
消
費
生
活
展

◆
問
合
先

 

環
境
課  

☎
21
‐
２
６
０
１

　

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
試
行
運

行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
院

や
買
い
物
な
ど
に
便
利
で

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
運
行
路
線　

①
寺
尾
線

（
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
～
栃
木

駅
～
寺
尾
地
区
）
②
市
街
地

循
環
線
（
栃
木
駅
～
中
心
市

街
地
～
栃
木
駅
）
③
市
街
地

北
部
循
環
線
（
栃
木
駅
～
市

街
地
北
部
～
栃
木
駅
）
④
部

屋
線
（
栃
木
駅
～
大
平
地
域

～
藤
岡
駅
）⑤
真
名
子
線（
栃

木
駅
～
吹
上
地
区
～
都
賀
地

域
～
東
武
金
崎
駅
）
⑥
金
崎

線
（
栃
木
駅
～
都
賀
地
域
～

西
方
地
域
）
⑦
大
宮
国
府

線
（
栃
木
駅
～
大
宮
地
区
～

国
府
地
区
）
⑧
皆
川
樋
ノ
口

線
（
皆
川
地
区
～
栃
木
駅
～

大
宮
地
区
）
⑨
藤
岡
線
（
栃

木
駅
～
大
平
地
域
～
藤
岡
地

域
）

◇
運
賃　

初
乗
り
１
百
円

※
１
地
区
を
超
え
る
ご
と
に

１
百
円
を
加
算
し
、
１
路
線

内
最
大
３
百
円

※
そ
の
他
こ
ど
も
料
金
・
障

が
い
者
料
金
の
設
定
が
あ
り

ま
す
。

※
お
得
な
回
数
券
、
１
日
乗

車
券
も
あ
り
ま
す
。

※
玄
関
か
ら
玄
関
ま
で
の
ド

ア
ツ
ー
ド
ア
方
式
の
蔵
タ
ク

も
運
行
し
て
い
ま
す
。
事
前

の
利
用
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

交
通
防
犯
課 

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
１
７
０

ふれ
あいバ

スを利用して

出

かけてみませ

んか
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第 19 回藤岡さくら祭り出演・出店者募集

  「
と
ち
ぎ
市
男
女
共
生
大
学
」

　
　
　

運
営
委
員
を
募
集

　

５
月
か
ら
開
催
予
定
の
「
と

ち
ぎ
市
男
女
共
生
大
学
」
の
運

営
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協

力
で
き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

①
講
座
運
営
委
員

◆
対
象　

男
女
共
同
参
画
に
関

心
や
意
欲
の
あ
る
方
（
性
別
不

問
）

◆
内
容　

運
営
委
員
会
（
３
～

４
回
）
企
画
・
司
会
・
記
録
・

講
師
接
待
等
の
講
座
運
営

②
託
児
運
営
委
員

◆
対
象　

保
育
士
資
格
の
あ
る

方◆
内
容　

受
講
生
の
お
子
さ
ん

の
託
児
運
営

☆
共
通
事
項

☆
市
営
住
宅

○
平
井
市
営
住
宅
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の
申
込

住
戸
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
川
原
田
西
市
営
住
宅
（
高
齢

者
・
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の

申
込
住
戸
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅
（
20
歳
未
満

の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
申
込
住
戸
）

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
城
内
南
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
　

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
・
23
平
方
㍍
）　

３
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
78
・
45
平
方
㍍
）

３
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
平
方
㍍
）　

11
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※
家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金

（
月
２
、７
０
０
円
／
台
）
が
か

か
り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

２
月
５
日（
火
）

～
８
日
（
金
）
8
時
30
分
～
17

時◆
入
居
日　

３
月
１
日
（
金
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

施
設
管
理
課 

☎
21
‐
２
６
２
３

入
居
者
募
集
情
報

社
会
福
祉
士
又
は

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
募
集

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

家
族
介
護
者
の
集
い

◆
日
時　

２
月
28
日
（
木
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

吹
上
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
吹
上
公
民
館
内
）

◆
対
象　

高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
方
、
介
護
に
関
心
の
あ
る

方◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

２
０
０
円
程
度

◆
内
容　

介
護
に
関
す
る
情
報

◆日時　出演関係　４月６日（土）８時～ 19 時、７日（日）８時
～ 16 時、出店関係　４月６日（土）７時～ 20 時、７日（日）７
時～ 16 時
◆場所　藤岡渡良瀬運動公園（藤岡町藤岡）　
◆対象　ステージ出演者：各種楽器演奏、踊り、歌などボランティ
アで出演していただける方、出店者：販売に意欲のある個人又は団
体・法人など（物産の販売・会社等の製品ＰＲなど）
◆参加費　出店者：出店料（１区画分）市内５千円、市外２万円
◆その他　出店者打合せ会：３月８日（金）予定
◆申込・問合先　２月 22 日（金）までに直接、FAX62‐0918、またはメー
ル（f-sangyou04@city.tochigi.lg.jp）で藤岡町観光協会（ 藤 産業振
興課内☎ 62 ‐ 0906）へ（応募者多数の場合抽選）

「
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
」

　
　
　
　

読
み
聞
か
せ
会

働
く
婦
人
の
家
「
料
理
講
座
」

◆
日
時　

２
月
26
日
（
火
）　

10
時
～
13
時

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

町
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

女
性

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
材
料
費
等　

１
千
円　

◆
内
容　
「
ひ
な
ま
つ
り
の
料

理
」
ち
ら
し
寿
司
（
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
風
）、
お
吸
い

も
の
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
タ
ッ
パ
ー
（
料

理
を
持
ち
帰
る
場
合
）

◆
申
込
み　

２
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
働
く
婦
人
の
家
（
市
民

会
館
内
／
日
ノ
出
町
／
女
性
青

少
年
課
☎
24
‐
０
３
５
１
）

平
成
24
年
度
日
本
語
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

　

あ
な
た
も
在
住
外
国
人
に
日

本
語
を
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
本
語
を
教
え
る
に
は
、
外
国

語
が
で
き
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
日
時　

２
月
９
日
・
23
日
、

３
月
９
日
・
16
日
・
23
日
（
土
）

　

楽
し
い
お
話
に
耳
を
傾
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

２
月
17
日
（
日
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

厚
生
セ
ン
タ
ー
（
栃

木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／
旭
町
）

◆
定
員　

市
民
50
人
・
申
込
不

要

◆
試
験
日　

２
月
22
日
（
金
）

13
時
～
13
時
15
分
（
受
付
）

◆
試
験
会
場　

都
賀
総
合
支
所

（
都
賀
町
家
中
）　

◆
対
象　

社
会
福
祉
士
又
は
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
の
み
で
も

可
）
の
資
格
取
得
者
で
普
通
自

動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方

◆
定
員　

１
人

◆
内
容　

○
職
種
等　

非
常
勤

特
別
職　

社
会
福
祉
士
又
は
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
の
み
で
も

可
）
○
業
務
内
容　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
か
か
る
業
務

○
勤
務
日　

４
月
１
日
（
月
）

か
ら
勤
務
、
土
日
祝
日
及
び
年

末
年
始
を
除
く
毎
日
○
勤
務
地

　

都
賀
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
都
賀
町
原
宿
）

◆
申
込
み　

1
月
18
日
（
金
）

～
２
月
15
日
（
金
）

都
賀
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
28
‐
０
７
７
２

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
申
込
み　

２
月
22
日
（
金
）

ま
で
に 

女
性
青
少
年
課

（
日
ノ
出
町
／
市
民
会
館
）                  

☎
24
‐
０
３
５
１

　

平
成
26
年
3
月
下
旬
か
ら
4

月
上
旬
に
入
校
す
る
自
衛
隊
幹

部
候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

20
歳
以
上
26
歳

未
満
の
方
（
平
成
26
年
4
月
1

日
現
在
）

※
細
部
条
件
に
よ
り
変
わ
り
ま

す
。

◆
受
付
期
間　

2
月
1
日（
金
）

～
４
月
26
日
（
金
）

◆
試 

験 

日　

１
次　

5
月
11

日
（
土
）・
12
日
（
日
）

２
次　

6
月
11
日
（
火
）
～
14

日
（
金
）

◆
試
験
会
場　

県
内
（
別
途
連

絡
あ
り
）

◆
問
合
先　

 
消
防
防
災
課

☎
21
‐
２
７
０
3
・
自
衛
隊
小

山
地
域
事
務
所
☎
０
２
８
５
‐

25
‐
４
７
６
3

健
康
あ
っ
ぷ
講
座

○
運
動
編

◆
日
時　

２
月
７
日
（
木
）
10

時
～
11
時（
受
付
９
時
40
分
～
）

◆
対
象　

74
歳
ま
で
の
市
民

◆
定
員　

30
人

◆
内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
カ
ラ
ダ
を
動
か
す

運
動

◆
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服

装
・
タ
オ
ル
・
室
内
用
運
動
靴
・

飲
み
物

○
栄
養
編

◆
日
時　

２
月
21
日
（
木
）
10

時
～
13
時（
受
付
９
時
45
分
～
）

◆
対
象　

市
民

◆
定
員　

20
人

◆
内
容　

●
講
話
「
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
で
低
カ
ロ
リ
ー
に
す
る

コ
ツ
に
つ
い
て
」
●
調
理
実

習
～
こ
こ
ろ
も
温
ま
る
冬
メ

全
５
回
10
時
～
12
時

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

町
）

◆
対
象　

興
味
の
あ
る
高
校
生

以
上
（
市
外
の
方
、
昨
年
受
講

者
も
可
）
20
人

◆
費
用　

３
千
円
（
協
会
会
員

は
２
割
引
き
）

◆
内
容　

講
師　

角
田
亮
子
氏

（
宇
都
宮
大
学 

留
学
生
・
国
際

発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー

　
『
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
』
と
は
、
一
緒
に
栽
培
す
る
と
互

い
の
成
長
に
、
よ
い
影
響
を
与
え
る
植
物
の
組
み
合
わ
せ
の
こ
と

で
す
。
相
性
の
良
い
植
物
の
組
み
合
わ
せ
で
病
害
虫
を
予
防
し

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
共
栄
作
物
と
有
機
栽
培
で
減
農
薬
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
の
楽
し
み
方
を
学
び
ま
す
。

①
講
義　
庭
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
土
づ
く
り
基
礎
知
識
（
有
機
栽
培

　
　
　
　

の
す
す
め　

～
地
力
を
つ
け
よ
う
～
）

②
講
義　

上
手
に
活
用
！
プ
ラ
ン
タ
ー
用
土
の
リ
サ
イ
ク
ル
（
古

　
　
　
　

い
培
養
土
を
再
利
用
し
て
コ
ス
ト
を
削
減
）

　

実
技
：
早
春
の
花
、
プ
リ
ム
ラ
類
の
寄
せ
植
え
づ
く
り

③
講
義　

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
で
減
農
薬
栽
培
（
相
性
の
よ

　
　
　
　

い
植
物
の
組
み
合
わ
せ
は
？
）

④
講
義　

食
に
彩
り
を
！
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
（
食
用
花
）
を

　
　
　
　

楽
し
も
う

　

実
技
：
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー
を
あ
し
ら
っ
た
ケ
ー
キ
づ
く
り

◆
講　

師　

と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
職
員（
グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◆
日　

時　

２
月
23
日
、
３
月
２
日
・
９
日
・
16
日
の
各
土
曜
日

　
　
　
　
　

全
４
回　

い
ず
れ
も
10
時
～
11
時
30
分

◆
場　

所　

①
・
③
栃
木
第
五
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
　

②
・
④
と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
（
岩
舟
町
下
津
原
）

　
　
　
　
　

※
現
地
集
合
・
現
地
解
散

◆
対　

象　

ど
な
た
で
も
（
市
外
の
方
も
受
講
可
）
25
人

◆
参
加
費　

受
講
料 

２
千
円
、
材
料
費 

２
千
円

　
　
　
　
　

※
②
の
材
料
費
１
千
５
０
０
円
は
当
日
、
④
の
材
料

　
　
　
　
　

費
５
０
０
円
は
受
付
時
に
納
入
。
な
お
材
料
手
配
の

　
　
　
　
　

都
合
上
、
材
料
費
の
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
申
込
・
問
合
先　

１
月
29
日
（
火
）
～
受
付
開
始

 

生
涯
学
習
課
☎
21
‐
２
７
０
５
・
２
７
０
６

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
で
楽
し
く
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

交
流
セ
ン
タ
ー
日
本
語
講
師
）

①
地
域
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
教
室
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

②
異
文
化
を
体
験
し
よ
う

③
日
本
語
の
教
え
方
１

④
日
本
語
の
教
え
方
２

⑤
日
本
語
の
教
え
方
３

◆
申
込
み　

市
国
際
交
流
協
会

（
市
民
会
館
内
☎
25
‐
３
７
９

２
）

ニ
ュ
ー
～
●
試
食
会

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
米
1
合

☆
共
通
事
項

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先　

運
動
編
は

２
月
６
日
（
水
）、
栄
養
編
は

２
月
15
日
（
金
）
ま
で
に 

 

健
康
増
進
課
☎
25
‐
３
５
１
２

や
介
護
の
思
い
を
共
有
し
な
が

ら
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

図
る
教
室
で
す
（
レ
ト
ル
ト
介

護
食
の
試
食
、
介
護
食
の
調
理

実
習
）。	

◆
講
師　

管
理
栄
養
士 

杉
山

敦
子
氏
及
び
キ
ュ
ー
ピ
ー
㈱
宇

都
宮
営
業
所
担
当
者

◆
申
込
み　

２
月
22
日
（
金
）

ま
で
に
吹
上
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
31
‐
１
０
０
２

◆
参
加
費　

無
料

◆
内
容　

お

は
な
し
「
ひ

さ
の
星
」「
手

ぶ
く
ろ
を
買

い
に
」「
風

の
又
三
郎
」

◆
主
催　

栃
木
市
・
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

九
輪
草
の

会◆
問
合
先　

人
権
推
進
課
（
厚

生
セ
ン
タ
ー
）
☎
24
‐
２
４
４

４
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
 ２月 21 日（木）13 時 30 分～  

栃木保健福祉センター（今泉町２丁目）
市内在住で働く意欲のある 60 歳以

上の方  問い合わせはお住まいの地
域の事業所へ。栃木事務局☎ 23 ‐
4165 ▽藤岡事業所☎ 62 ‐ 1534 ▽
都賀事業所☎ 27 ‐ 8812 ▽大平事業
所☎ 43 ‐ 0155 ▽西方事業所☎ 92
‐ 8390 ※除草・塗装のできる方大募
集（経験者、興味のある方はぜひ！）
※センターでは、植木手入れ・除草・
草刈・家事援助等の仕事を割安な料金
でお受けしています。

シルバー人材センター刃物研ぎ
 2 月 20 日（水）９時～ 12 時（申

込みは 12 時まで）※雨天中止  蔵
の街広場（万町）※４月から栃木保健
福祉センター（今泉町２丁目）へ変更 

 包丁類 300 円～、刈込はさみ 500
円～、修理 100 円～  シルバー人
材センター栃木事務局☎ 23 ‐ 4165

「生活・介護支援サポーター養成講座」
受講者募集（栃木市委託事業）

 講義・演習２月 13 日（水）、15 日
（金）、19 日（火）、22 日（金）９時
30 分～ 16 時 30 分、実習２月 25 日

（月）～ 28 日（木）のうち１日、修
了式３月１日（金）10 時～ 12 時  
都賀公民館（都賀町原宿）等  市内
在住の方 20 人（先着順）  高齢者
の生活や介護を支援するサポーターを
養成する講座（旧ヘルパー３級程度）
を開催します  無料  １月 21 日

（月）～２月８日（金）社会福祉法人
スイートホーム☎ 29 ‐ 3232

シリーズ　ザ　電子回路工作　
№ 2「プチＦＭ放送局の製作」

 ２月 17 日（日）13 時 30 分～ 16
時 30 分  小山高専サテライト・キャ
ンパス（倭町）  中学生５人  無
料  ２月８日（金）までにメール
ま た は FAX で、 講 座 名、 住 所、 氏

名、フリガナ、年齢、電話番号を記
入。小山工業高等専門学校講座イベ
ント申込窓口☎ 0285 ‐ 20 ‐ 2197
／ FAX0285 ‐ 20 ‐ 2880 ／ メ ー ル
kouza@oyama-ct.ac.jp

ウクレレサークル「アロハ・コア」会
員募集

 毎月第２・第４金曜日 19 時～ 21
時  藤岡公民館（藤岡町藤岡）  
興味のある方  私たちは平成 19 年
９月に発足したウクレレサークルで
す。無料体験（19 時～ 19 時 30 分）
から始めてみませんか？▼ 指 導 者・
蓬 莱 晴 雄 氏（ 黒 シ ャ ツ に バ ン ダ ナ
が ト レ ー ド マ ー ク ） ▼ そ の 他・ 今
年はギターもやります！  ２千円 

 アロハ・コア代表／福地☎ 62 ‐
2407

～音楽で繋がる仲間たち～　ジョイン
トコンサート

 １月 27 日（日）14 時～ 16 時  
都賀文化会館（都賀町原宿）  幼児
以上 400 人  女声コーラス、男声
コーラス、混声合唱や組曲、無伴奏女
声合唱、音楽劇、合唱で時代劇 ? 等多
種多様な形態のハーモニーが楽しめま
す。西方地区で活動している「Green
グラス」、「カッパーコール合唱団」、
野木町で活動している「TM ガーディ
アンコーラス」、都賀地域で活動して
いる「ふれーずファミーユ」4 団体で
の演奏をお楽しみください  入場無
料  田嶋☎ 090 ‐ 2175 ‐ 2472

難聴者のみなさん「聞こえの悩みはあ
りませんか？」～仲間と手をつなぎま
しょう～

 2 月 10 日（日）13 時～ 16 時  
とちぎ市民活動推進センターくらら

（境町）  身体障がい者相談員が中途
失聴・難聴者の聞こえのための相談を
行います。また、聴力測定が無料で
受けられます  無料   栃木市中途失
聴・難聴者協会事務局 FAX25 ‐ 3704

24 年度歳末たすけあい運動事業・新春
お楽しみ会「ぜんざい会」

 1 月 27 日（日）10 時～ 12 時  
栃木保健福祉センター（今泉町２丁目）

 おはなし夢時間＝クラリネットの
音色にのせて、楽しいうたや詩・お話
をお届けします▼お話・茂呂久美子氏
▼クラリネット奏者・大野康雄氏▼
その他、プレゼントあり  100 円

NPO 法人たんぽぽの会（とちぎお
もちゃ図書館／山下／☎ 090 ‐ 6542
‐ 3384

栃木共同高等産業技術学校　平成 25
年度訓練生募集

 １月 15 日（火）～３月 31 日（日）

 中学卒業以上の学力を有し、大工・
工務店・建築設計事務所等の建設関係
事務所に勤務している方。またはこれ
から勤務を予定している方。転職また
は再就職の準備のために認定職業訓練
を受講することを希望する方。職場で、
リフォームやバリアフリー等に関する
技術取得を希望する方。その他入学を
希望する方（若干名）  栃木共同高
等産業技術学校（日ノ出町）☎ 23 ‐
2129 ※休校日＝日曜日・月曜日

五士会無料相談会
 ２ 月 17 日（ 日 ）10 時 ～ 12 時、

13 時～ 15 時  とちぎ健康の森生き
がいづくりセンター（宇都宮市）  
法律問題、不動産の鑑定評価、会計、
税務、登記等に関する各種相談※なる
べく資料をお持ちください  栃木県
弁護士会☎ 028 ‐ 622 ‐ 2008

伸びゆく子どもたちの作品展
 ２月 16 日（土）～ 18 日（月）10

時～ 19 時※ 18 日は 15 時 30 分まで
イオン栃木店（箱森町）  児童生

徒の作品展示及び作業製品の即売 
県立栃木特別支援学校／髙梨☎ 0282
‐ 24 ‐ 7575

障がい者合同就職面接会
 ２月４日（月）13 時 30 分～ 16

時  栃木商工会議所（片柳町）  県
南地区での就職を希望する障がい者手
帳をお持ちの方  県南地区のハロー
ワーク（栃木・佐野・足利・小山）合
同で、障がいのある方を対象にした企
業面接会『南とちぎ障がい者合同就職
面接会』を開催します  ハローワー
ク栃木／障がい者担当☎ 22 ‐ 4135

天体観望会
 ２月９日（土）・23 日（土）19 時

～ 21 時  太平少年自然の家（平井
町） どなたでも  大型望遠鏡で冬
の星座や木星等を観望。懐中電灯を準
備ください  無料  太平少年自然
の家☎ 24 ‐ 8551

県民満足度調査にご協力を
　 県では、栃木県重点戦略「新とち
ぎ元気プラン」に掲げる各取組に対す
る県民の皆さんの満足度や率直な御意
見・御要望を伺い、今後の県政運営の
参考とするため、県民満足度調査を実
施します▼調査対象＝県内在住者又は
通勤通学者▼調査方法＝インターネッ
ト又は郵送。調査票は、県民プラザ
室・各県民相談室に備え付け。調査票
の郵送希望の方は、問合先へ▼調査
期間　１月 18 日（金）～２月 15 日

（金） 県総合政策課☎ 028 ‐ 623
‐ 2206

水族館バックヤードツアー
 ３月２日（土）～３日（日）１泊

２日  とちぎ海浜自然の家（茨城県
鉾田市玉田）  150 人  水族館自由
見学・ヤドカリ人形づくり他  2 月
4 日（月）までとちぎ海浜自然の家☎
0291 ‐ 37 ‐ 4004

必ずチェック　最低賃金！！　使用者
も、労働者も（特定産業別）
　 県 の 最 低 賃 金 が 昨 年 10 月 1 日
から 705 円に改定されました。ま
た、 特 定 産 業 別 の 最 低 賃 金 は 次 の
とおりです。
○塗装製造業 856 円〇生産用機械
器 具 等 製 造 業 799 円 〇 電 子 部 品・
電子回路等器具製造業 799 円〇自
動車・同付属品製造業 802 円〇計
量 器・ 測 量 機・ レ ン ズ・ 医 療 用 品
等製造業 799 円〇各種商品小売業
763 円 栃木労働基準監督署☎ 24
‐ 7766

相続登記はお済みですか月間～相続に
関する無料相談～

 ２月１日（金）～ 28 日（木）※土・
日・祝日を除く  県内各司法書士事
務所（相談はお近くの司法書士事務所
に直接連絡ください） 相続に関する
事項  無料  県司法書士会☎ 028
‐ 614 ‐ 1122

とちぎ難病相談支援センター医療相談
 ２月 24 日（金）９時 30 分～ 12

時 30 分  とちぎリハビリテーショ
ンセンター（宇都宮市駒生町）  対
象疾患：視覚系疾患（網膜色素変性
症・難治性視神経症・加齢黄斑変性）

 牧野伸二氏（自治医科大学附属病
院眼科）  無料  予約制。とちぎ
難病相談支援センター☎ 028 ‐ 623
‐ 6113

借金で悩んでいませんか？
　自らの収入で返済しきれないほどの借
金を抱えてお悩みの方からの相談を無
料で受けています。必要に応じ法律の
専門家に引き継ぎます。お気軽に電話
ください。

 月～金曜日（祝日除く）８時 30 分～
12 時、13 時～ 16 時 30 分

 無料  関東財務局宇都宮財務事
務所☎ 028‐633‐6221
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＝日時、 ＝会場、 ＝料金、 ＝定員、 ＝チケット、 ＝プレイガイド、 ＝申し込み、

＝開場、 = 開演時間、 ＝託児サービス、 ＝電話予約、 ＝問い合わせ

◆いまいゆうぞう　はいだしょうこ
ファンタジーコンサート 2013

3 月 23 日（土）　 1 回目 12:00、
2 回目 14:30  大ホール　  1,200
人　  全席指定 3,000 円　  発売中
　  市内各文化会館、西方公民館、
イープラス、ローソンチケット、セブ
ンチケット、チケットぴあ
※託児サービス有り（有料）
　「 お か あ さ ん
といっしょ」10
代目の歌のおに
いさん “ いまい
ゆ う ぞ う ” と、
19 代 目 の お ね
え さ ん “ は い
だしょうこ ” の
ファンタジーコ
ンサート。 今回はダンスのおねえさ
ん、“ いとうまゆ ”（4 代目「ゴッチャ！」
のおねえさん）もゲスト出演。

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県

内の小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者

保健福祉手帳の交付を受けている方と介助

者 1人は無料

※団体は 20 人以上

●参加費　無料（先着１５人）
●対象　小学生以上（小学校低学年は
保護者同伴） 
●申込締切　①は 2 月14 日（木）、②
は 3 月1日（金）
◎クラビ活動「香水の歴史」（要予約）

●講師　当館学芸員
●日時　3 月10 日（日）14 時～
●会場　小山高専サテライト・キャンパ
ス　スタジオ１（倭町）
●参加費　無料（先着 10 人）
●対象　中学生以上 
●申込締切　3 月 8 日（金）

　王侯貴族など上流階級が愛用し、一
流の調香師たちの手により芸術品にまで
高められた香水。やがて、簡素だった器
にも脚光があたり、技巧が凝らされた豪
華な香水瓶が制作されるようになる。
　本展では、18 世紀末から 20 世紀末
頃にかけての洗練された香水瓶や、現
代のファッションブランドの香水瓶を各
時代のファッション画とともに紹介。
◎学芸員によるギャラリートーク
　　　　　　　　　　　　（予約不要）

●日時　2 月 9 日（土）、3 月 2 日（土）、
16 日（土）、30 日（土）　各日14 時～
※観覧券をお求めのうえ、美術館受付ま
でお集まりください。
◎講演会　「時代を象徴する香水瓶と
ファッション」（予約不要）

●講師　平田幸子氏（パルファム編集長）
●日時　2 月 23 日（土）　14 時～
●場所　小山高専サテライト・キャンパ
ス　スタジオ２（倭町）
入場無料（先着 30 人）
◎アロマキャンドルづくり（要予約）

●日時　① 2 月 16 日（土）、② 3 月 3
日（日）　各 14 時～
●会場　小山高専サテライト・キャンパ
ス　スタジオ１（倭町）

◆しまじろうコンサート
～おとぎのくにのだいぼうけん～

   ３月 10 日（日）　  1 回目 13:00
2 回 目 15:50　  全 席 指 定、 一 般
1,900 円（税込）市民特別料金 1,600
円（現住所がわかるものを提示）  
前売発売　一般前売開始１月 25 日

（金）9:00 ～、市民先行発売　発売中
※ 3 歳以上有料、2 歳以下は保護者膝
上鑑賞に限り 1 人無料（座席が必要
な場合は有料）　  （A）大平文化会館、

（B）栃木文化会館、（C）藤岡文化会館、
（D）都賀文化会館、（E）西方公民館、

ふれあいロビーコンサート
３ 月 24 日（ 日 ）　 14:30

15:00  80 人  無料
　春休みに贈るふれあいコンサート
出演　栃木地区オカリナ愛好会他　◆白鷗大学　ハンドベル・クワイアコ

ンサート

★お知らせ★
　館内のエレベーターは、点検により
不具合があり、現在利用できません。
安全のため改修工事を行います。工事
終了は 7 月末の見込みです。
　不便をおかけしますが、協力をお願
いします。なお、利用にあたり詳しく
は文化会館事務室に相談ください。

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場を利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。
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（F）プラッツおおひら、（G）ゆうゆ
うプラザ四季彩の湯

（A）（C）（D）（E）は休館日以外の 9:00
～ 17:00、（B）は休館日以外の 9:00
～ 21:00（F）（G） は 休 館 日 以 外 の
10:00 ～ 21:00

３月 20 日（水・祝）　  14:00  
1004 人　  大 人 1,000 円 小・ 中・
高 校 生 500 円（ 未 就 学 児 が 膝 上 で
見る場合はチケット不要）  　  販売中　

 市内各文化会館、ＪＡしもつけ藤
岡支店、とりせん藤岡店、佐野市文化
会館、小山市立文化センター
　県内トップレベルのハンドベルの涼
やかな音色をお楽しみください。
　体験タイムもあります。ふるって参
加ください。

香りとファッションの美学展
2 月 2 日（土）～ 3 月 31日（日）

●開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　　 毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日
　　　　　　 休館）、3 月 21 日（木）

≪ COMPLICE ≫
コティ／フランス

1973 年
個人蔵
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○ぷちぷちひろば
２月12 日（火） ０～ 11 か月児

○のびのびひろば
２月13 日（水） １歳以上の未就

園児
☆のびのびひろば、ぷちぷちひろば
共 通 事 項　 10 時 30 分 ～ 11 時
30 分（時間内参加自由） 楽しく作っ
てみようウィンタードーム！
○ぺたぺた記念日

２月 20 日（水）10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由） ０歳以上
手形・足形、身長・体重測定
○０歳親子ビクス

２月 25 日（月）10 時～ 10 時 45
分 ０歳～ 11 か月児と保護者 25 組

（先着順） 大橋光子氏 バスタオ

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場
２月５日（火）新聞紙で遊ぼう、19

日（火）ウルトラボール製作、26 日（火）
おひなさま製作 10 時 30 分～ 11 時
30 分（時間内参加自由） 大平みな
み児童館 乳幼児と保護者
○赤ちゃんサロン

２月14 日（木）・21 日（木）10 時
30 分～ 11 時 30 分 大平みなみ児
童館 ０歳児と保護者 30 組 ふれ
あい遊び、ママ同士のおしゃべり、
身体計測（14 日のみ） 受付中
○赤十字幼児安全法講習会②　「育
メンあつまれ～」

２月 23 日（土）10 時 30 分～ 12
時 大平みなみ児童館 乳幼児の保
護者・祖父母 20 人（託児あり） 乳
幼児に起こりやすい事故、応急手当、
心肺蘇生の仕方等 日赤幼児安全法
指導員 バンダナ（大きめのハンカ
チ）、ストッキング、飲み物、動きや
すい服装 １月 22 日（火）～

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○双子ちゃん遊ぼう
２月４日（月）10 時～ 12 時 未

就園児の双子と保護者または双子を
妊娠中の方 無料（一般の方にも開
放）
○親子ふれあい給食

2 月４日（月）受付 10 時〜 10 時
30 分 当日先着５組 800 円
○健康相談日

２月18 日（月）10 時～ 15 時 身
体測定※午前中、助産師相談（予約
不要）あり
○マタニティー＆ベビーの日

２月 21日（木）14 時～ 15 時 妊
娠５か月以上（臨月を除く）の妊婦
または夫婦２組 赤ちゃんのお世話、
調乳、おやつ試食 エプロン、母子
手帳 無料 10 時～ 15 時に電話
で
○赤ちゃんサロン（ちゅうりっぷコー
ス

２月 21 日～（木曜日全４回）10
時～ 11 時 30 分 平成 24 年 7、8、
9 月生まれの乳児と保護者 20 組（先
着順） 子育ての情報交換　離乳食
試食等 無料（材料費等実費） ２
月４日（月）～ 15 日（金）にメール
sakura-3j@sakura-kids.jp に保 護 者
名、子ども名、読み仮名、生年月日、
〒住所、電話番号を送信※ 案内は、
後日郵送します。

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

さくら３Ｊホール

○すくすくタイム
２月７日（木）身長・体重測定、

14 日（木）バレンタイン製作（先着
20 組）、21 日（木）雛人形製作（先
着 20 組）、28 日（木）お店やさんごっ
こ
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 未就園児と保護者
無 料 14 日・21日（要予約）７日・
28 日不要

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満 ２月４日（月）、
５日（火）◇２歳以上 ２月６日（水）
いずれも時間は 10 時 30 分～ 11 時
30 分
○絵本の会☆

２月 14 日（木）10 時 45 分～ 11
時 15 分
○親子フレッシュ体操（親子で楽しく
体操しましょう！）

２月18 日（月）10 時 30 分～11 時
30 分 １歳半以上児と保護者 20 組

２月４日（月）～６日（水）10 時～
電話で
〇給食の試食会に参加しませんか！

２月 20 日（水）11 時 30 分～ 12
時 30 分 ２歳 以 上児５組 １組
500 円 12 日（ 火 ） ～ 14 日（ 木）
10 時～電話受付（抽選※当選者には
後日連絡します）
○カレンダー作り☆

２月 25 日（月）・27 日（水）10 時
30 分～ 11 時 30 分、２月19 日（火）
13 時 30 分～ 14 時 30 分
〇エレクトンコンサートに来ません
か！！

３月４日（月）10 時 30 分～ 11 時
30 分 １歳半以上児と保護者 20 組

２月 25 日（月）～ 27 日（水）10
時～電話受付（先着順）
　☆印は自由参加です。

○親子で楽しむ　ビデオ鑑賞
２月 18 日（月） １歳６か月～

未就園児
○エプロンシアターを　みて　あそ
ぼう
◇６か月～１歳５か月児

２月19 日（火）、25 日（月）、28 日
（木）
◇１歳６か月～未就園児

２月 21日（木）、26 日（火）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組 １月 29 日（火）
～ 31日（木）９時～ 15 時

（☎ 22‐7100）

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

○ほんわかタイム
２月５日（火）当日受付 ０歳児と

保護者 親子でのふれあい遊びとお
しゃべりタイム
○プチなかよしタイムⅣ期②

２月19 日（火）８時 30 分～ 17 時
平成 24 年１月～３月生まれの乳児

と保護者 15 組（先着順） 親子で
ふれあい遊びと栄養士の話 １月４日

（金）～
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時
無料

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○鬼のお面製作
２月１日（金） 10 時 30 分～

○アンパンマンのシールあそび
２月13 日（水）10 時 30 分～

○おひなさま製作
２月 20 日（水）10 時 30 分～

○開放保育
２月 27 日（水）10 時 30 分～

☆共通事項　 地域子育て支援セン
ターにしかた 未就園児と保護者
無料　

○お菓子作りに挑戦！
２月２日（土）13 時〜 16 時（集合

12 時 30 分） 先着 15 人 エプロン、
三角巾 500 円 １月 21日（月）～
２月１日（金）電話受付
○児童館フェア 2013

２月17 日（日）12 時〜 15 時 30
分 グランディ科学ランド内（多目的
ホール、企画展示室、学習室） 県
内の児童が集まって、児童館で人気
の遊びや工作を紹介します。

○豆まき会
２月２日（土）10 時 30 分※時間ま

でに来てください おにのポシェット
を作って、みんなで鬼退治をしよう！
○スマイル・スマイル～親子でお友だ
ちつくり～

２月８日（金）10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由） 3 か月～ 1
歳 5 か月児と保護者 かわいいまつ
ぼっくり雪だるま作り
○わくわくたいむ

２月９日（土）14 時～ 15 時 30
分（時間内参加自由） ４歳児以上

大切な人に贈ろう！切り抜き絵カー
ド作り
○にこにこたいむ～親子でお友だち
つくり～

２月12 日（火）10 時～ 11 時 30
分（時間内参加自由） 1 歳 6 か月
以上の未就園児と保護者 かわいい
まつぼっくり雪だるま作り
○ひな人形作り

２月 23 日（土）、24 日（日）、25 日
（月）10 時 30 分～ 11 時 30 分、15
時 30 分～ 16 時 30 分（時間内参加
自由） つるして飾るゆらりんびな
○３月のママといっしょ「お楽しみ
会」

２月14 日（木）～ 23 日（土）※ 4
クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と保護
者） ３月１日（金）10 時 30 分～

バスタオル
◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か月児
と保護者） ３月５日（火）10 時 30
分～
◇くま②クラス（1 歳 6 か月～ 1 歳 11
か月児と保護者） ３月５日（火）11
時 15 分～
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児と
保護者） ３月８日（金）10 時 30
分～ クレヨン
☆共通事項　 無料 電話または直
接いまいずみ児童館へ
○栃木市チャレンジ母親クラブ
◎平成 25 年度会員募集―みんなで
一緒に子育てしましょう―
　チャレンジ母親クラブは、いまいず
み児童館を拠点として次の活動をして
います ０～ 12 歳（小学生まで）の
子どもと母親他 40 組（先着順）
親子および母親同士の親睦・交流活
動／世代間の交流活動／子育てに関
する研修活動／児童の事故防止活動

入会金 1,000 円（大人保険料を含
む）保険料：子ども１人 100 円※行
事により実費有り ２月１日（金）～
いまいずみ児童館にある申込み用紙
に代金を添えて窓口へ

○身長体重・手形測定
２月７日（木）０～１歳児、２月14

日（木）２～未就園児 乳幼児と保
護者 測定結果をカードに記入 ２
月６日（水）まで
○お誕生会（1 月～ 3 月生まれ）

２月 22 日（金） 乳幼児と保護者
20 組 1 月～ 3 月生まれのお友達
のお祝い ２月４日（月）～（先着順）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 無料　

ル、飲み物、動きやすい服装 ２月
12 日（火）～
○おひさまクラブ参加者募集

平成 25 年４月～平成 26 年３月
の１年 間（ 月）10 時～11 時 平成
23 年４月１日以前に生まれた未就園
児と保護者 ２月４日（月）～ 18 日

（月）
　☆共通事項　 無料

大平児童館（☎ 43‐2350）
大平みなみ児童館（☎ 43‐9880）

平成 25 年度児童館幼児クラブ会員
募集

4 月～平成 26 年３月まで 10 時
30 分～ 11 時 30 分※大平児童館は
水・木、大平みなみ児童館は水・金
に開設（月３回程度） 満２歳児（平
成 22 年４月２日～平成 23 年４月１日
生まれ）／満３歳児（平成 21 年４月
２日～平成 22 年４月１日生まれ）
満２歳児・満３歳児合わせて 50 人程
度（先着順） ２月６日（水）・７日（木）・
８日（金）に、直接それぞれ入会希望
の児童館に申込み

ファミサポ講習会

○小児科医の話
２月６日（水）13 時 30 分～ 15

時 とちぎコミュニティプラザ２階大
会議室 50 人 子どもの病気と病
院に行く時の心構え
○食育

２月 22 日（金）10 時～ 11 時 30
分 とちぎコミュニティプラザ２階調
理室・和室 簡単おやつ作り
☆共通事項　 ファミサポに関心の
ある方。会員さんでなくても参加可。
託児あり １月18 日（金）～ファミ
リー・サポート・センター栃木（☎ 25
‐1040）大平（☎ 43‐1134）
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休日・夜間救急診療

☆鹿沼地区休日・夜間急患診療所
鹿沼市坂田山（鹿沼市民文化センター内）

☎ 0289‐65‐2101
・休日昼間 / 日曜日・祝日・年末年始
　　　10：00 ～ 16：30（内科・小児科・歯科）
・夜　　間 / 日曜日・祝日・年末年始
 　         　　平日（月、水、金曜日）
　　　19：00 ～ 21：30（内科・小児科）

外科系在宅当番医（9:00 ～ 17:00）
２月 医療機関名 電話番号

３（日） 上都賀総合病院 0289‐64‐2161
10（日） 御殿山病院 0289‐64‐2131
11（月） 宮司外科胃腸科 0289‐62‐6222
17（日） 荒木医院 0289‐64‐2775
24（日） 西方病院 0282‐92‐2323

市のホームページにも掲載しています。

境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699
【診療時間等】

平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日   9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

毎日 19：00 ～ 23：00  　 ☎ 028‐600‐0099　　　
　　　　  プッシュ回線の場合　  #8000 

乳幼児健診等のご案内
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問 合 先

３月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先まで連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
５ 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
８ 金 ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
15 金 栃木保健福祉センター 9：00 ～ 11：30
19 火 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30
21 木 西方保健センター 9：00 ～ 11：30

３月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先まで連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
14 木 ゆうゆうプラザ

13：30 ～ 16：30
21 木 栃木保健福祉センター

２月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

18 月 大平（ゆうゆうプラザ）
20 水 栃木（栃木保健福祉センター）
20 水 都賀（都賀保健センター）
26 火 西方（西方保健センター）
28 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

9 か月児健診
８ 金 栃木（栃木保健福祉センター）
14 木 栃木（栃木保健福祉センター）
19 火 大平（ゆうゆうプラザ）
20 水 都賀（都賀保健センター）
26 火 西方（西方保健センター）
28 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

1 歳 6 か月児健診
５ 火 大平（ゆうゆうプラザ）
13 水 栃木（栃木保健福祉センター）
26 火 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診
６ 水 大平（ゆうゆうプラザ）
７ 木 栃木（栃木保健福祉センター）
13 水 藤岡（藤岡保健福祉センター）
21 木 栃木（栃木保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
５ 火 栃木（栃木保健福祉センター）
８ 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）
８ 金 西方（西方保健センター）
15 金 都賀（都賀保健センター）
20 水 大平（ゆうゆうプラザ）

両親教室
事前に問合先まで連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健
福祉センター ゆうゆうプラザ

①妊娠中の生活・仲間づくり ２月 15 日（金） 終了
②育児について・栄養指導 ２月 22 日（金） 終了
③妊婦体験・沐浴指導 ３月  ９日（土） ２月 16 日（土）

すくすく教室
事前に問合先まで連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

 栃木保健福祉センター
２ １ 金 ふれあい遊び・子育てアドバイス
３ ９ 土 絵本読み聞かせ・ストレッチ

ゆうゆうプラザ
２ 13 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
２ 20 水 ベビータッチケア
３ ８ 金 離乳食実習

 都賀保健センター
２ 19 火 離乳食のお話・ベビータッチケア

　
　
　
　
（
２
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
４ 月 栃木 （栃木保健福祉センター）
４ 月 大平 （ゆうゆうプラザ）
18 月 藤岡 （藤岡保健福祉センター）
26 火 都賀（都賀保健センター）

≪栃木地区急患センター２月の当番医≫

≪急患センター終了後、問合先≫

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

≪とちぎ子ども救急電話番号≫

≪西　方　地　域≫

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

【がん検診無料クーポン券対象の方へ】
　クーポン券の有効期限は、平成 25 年２月 28 日（木）
です。
　子宮頸がん検診および乳がん検診は、指定医療機関で
の個別検診でも利用いただけます。

1 金 河口（河口医院）
2 土 青木（虎）（青木医院）

3 日
内：腰塚（学）（ちづかクリニック）
外：斉藤（浩）（はこのもりクリニック）

4 月 青木（章）（静和医院）
５ 火 成田（成田内科）
６ 水 与倉（与倉ペインクリニック）
７ 木 川島（かわしまクリニック）
８ 金 筒井（筒井医院）
９ 土 玉野（たまのクリニック）

10 日
内：高田（高田クリニック）
外（昼）：鈴木（藤岡整形外科クリニック）

外（夜）：持田（持田医院）

11 月
内：箕輪（箕輪内科）
外：三浦（三浦整形外科）

12 火 桜井（桜井こどもクリニック）
13 水 横山（よこやま内科小児科クリニック）
14 木 野崎（野崎医院）
15 金 腰塚（学）（ちづかクリニック）
16 土 江口（えぐち内科クリニック）

17 日
内：関口（弘）（関口医院）
外：岡田（岡田皮膚耳鼻咽喉科クリニック）

18 月 青木（虎）（青木医院）
19 火 中坪（なかつぼクリニック）
20 水 竹田（竹田内科医院）
21 木 高田（高田クリニック）
22 金 山田（合戦場クリニック）
23 土 箕輪（箕輪内科）

24 日
内：川田（かわたクリニック）
外：亀田（亀田整形外科医院）

25 月 永谷（大島医院）
26 火 新村（新村ファミリークリニック）
27 水 秋元（秋元クリニック）
28 木 関口（弘）（関口医院）

市のホームページにも掲載しています。

歯周病を予防しよう！
～歯周病は全身の健康と深―い関係にあります！～

　40 歳以降に歯を失う原因の第 1 位は「歯
周病」です。
　歯周病は、歯についた歯垢（プラーク）
の中の細菌（歯周病菌）が出す毒素によっ
て、歯ぐきに炎症を起こす状態をいいます。
歯ぐきの腫れや出血がおこり、放っておく
と、歯を支えている骨（歯槽骨）まで破壊
され歯が抜け落ちてしまいます。

　歯周病は、口の中だけにとどまらず、歯
周病菌が歯ぐきの毛細血管を通して全身を
めぐり、さまざまな病気を発症したり悪化
させます。
　最近では、歯周病菌が動脈硬化を起こし、
脳梗塞や心筋梗塞など命にかかわる病気の
引き金になったり、糖尿病を悪化させたり
することが分かってきました。

　今や歯周病は、２０・３０歳代の若
い方にも増えてきています。
　歯周病予防は、なんといっても正し
いブラッシングと定期的なチェックに
よる管理です。定期的な歯科検診でふ
だんから歯と口の健康を守りましょ
う。

　市では「今年度 30 歳、40 歳、50 歳、60 歳、
70 歳になる方」を対象に歯周疾患検診を行っ
ています。対象者の
方には、すでに受診
券を送付しておりま
すので、３月 31 日
までに市内協力歯科
医院に予約して受診
しましょう。

＜歯周疾患検診を受けましょう＞



広報とちぎ　２月号   　　　　　　　　　　　　　　　　2013（平成 25）年１月 18 日　発行15

とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

　
奈
良
、
平
安
時
代
の
「
役
所
」

　
　
　

瓦
な
ど
出
土
品
を
資
料
館
展
示

▲昔と同じ方法で復元された前殿
◀資料館に展示された瓦などの出
土品。入館は無料。

ル
ゼ
ン
エ

ルルル
ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼ
ン
エエ

平成 24年２月生まれの赤ちゃん

      （募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・  生年月日 ・
住所・  電話番号・保護者名を記入して　〒 328 ‐ 8686 市
役所秘書広報課へ。

                写真は返却しません。
 　   （締め切り）　平成 24 年  ４月生まれ   ２月  12 日（火）
  　 （当日必着）　平成 24 年  ５月生まれ   ３月  29 日（金）

長澤　結
ゆ

愛
あ

ちゃん

松尾理
り

花
か

子
こ

ちゃん

菊池　小
こ は る 


晴ちゃん

船田　紗
さ

愛
ら

ちゃん

大橋　優
ゆ う な 


那ちゃん

内山　瑛
え い と 


斗ちゃん 若松歩
あ

穂
お

依
い

ちゃん

近江　ももちゃん

幸村　朝
ともひと


仁ちゃん
笹沼　侑

ゆ う と 


斗ちゃん

中本　杏
あ ん り 


理ちゃん

福田　雅
ま さ と 


斗ちゃん赤羽根心
み

結
ゆ

ちゃん

渡邉　龍
りゅうじ


侍ちゃん

稲葉　俊
しゅんすけ


祐ちゃん

天海　大
そ

空
ら

ちゃん

矢野ひまりちゃん

香山　湊
そ う し 


至ちゃん

早乙女羽
つ ば さ 


紗ちゃん

荒井　瑛
え い た 


太ちゃん

小林　大
たいこう


紘ちゃん

和久井碧
あ お ば 


馬ちゃん

　

市
東
部
に
広
が
る
田
園
地

帯
の
中
央
部
。
西
に
は
太
平

山
、
東
は
思
川
対
岸
に
下
野

国
分
寺
、
下
野
国
分
尼
寺
跡

（
下
野
市
）
と
続
く
。
農
耕

が
主
産
業
の
時
代
に
一
帯
の

中
心
地
に
国
庁
が
あ
っ
た
と

容
易
に
想
像
が
つ
く
。

　

国
庁
は
約
１
３
０
０
年
前

の
奈
良
、
平
安
時
代
の
律

令
制
下
で
地
方
を
ま
と
め

た
役
所
。
は
っ
き
り
と
判

明
し
た
の

は
昭
和
51

（
１
９
７
６
）

年
の
発
掘
調
査
と
新
し
い
。

４
年
の
歳
月
を
経
て
、
国
庁

遺
構
と
確
認
さ
れ
た
。
全
域

が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
国
庁

跡
と
し
て
、
同
57
年
に
国
指

定
史
跡
と
な
っ
た
。

　

国
庁
域
は
東
西
・
南
北
各

95
メ
ー
ト
ル
。
中
央
に
役

人
が
儀
式
な
ど
を
行
っ
た

前ぜ
ん
で
ん殿

、
そ
の
東
西
に
実
務
を

行
っ
た
脇わ

き
で
ん殿

が
確
認
さ
れ

た
。
史
跡
公
園
化
さ
れ
、
昔

と
同
じ
方
法
で
前
殿
と
脇
殿

の
柱
を
復
元
。
土
器
や
瓦
、

木
に
墨
で
書
い
た
公
文
書
の

木
簡
な
ど
大
量
の
出
土
品

は
、
北
側
の
資
料
館
に
展
示

さ
れ
、無
料
で
観
覧
で
き
る
。

　

国
司
が
仕
事
を
す
る
正せ

い
で
ん殿

は
前
殿
北
方
の
宮み

や
の
め目

神
社
の

境
内
地
と
想
定
さ
れ
る
が
発

掘
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

東
に
隣
接
す
る
農
村
広

場
に
は
平
成
13
年
の
第
１

回
国
庁
ま
つ
り
で
21
世
紀

を
記
念
し
て
小
学
生
が
21

本
の
シ
ダ
レ
桜
を
植
樹
し

た
。
桜
は
脇
殿
の
ふ
じ
な

ど
と
と
も
に
春
に
は
華
や

か
な
花
を
つ
け
栄
華
を
し

の
ば
せ
る
。

◇
募
集
期
間　

２
月
１
日（
金
）

～
28
日
（
木
）

◇
広
報
紙
発
行
部
数　

約
４
７
，
５
０
０
部
（
月
１
回

発
行
／
Ａ
３
版
）

☆
カ
ラ
ー
広
告

○
場
所
と
料
金（
１
回
当
た
り
）

①
裏
表
紙
下
２
段
の
２
分
の
１

枠　

８
万
円
／
枠

②
表
紙
裏
下
２
段
の
２
分
の
１

枠　

７
万
円
／
枠

（
枠
サ
イ
ズ
①
・
②
共
通
）（
約
）

横
１
３
５
ミ
リ
×
縦
94
ミ
リ

③
裏
表
紙
１
頁
前
下
１
段
の
２

分
の
１
枠　

３
万
５
千
円
／
枠

（
枠
サ
イ
ズ
③
）（
約
）
横

１
３
５
ミ
リ
×
縦
45
ミ
リ

☆
白
黒
広
告

○
場
所
と
料
金（
１
回
当
た
り
）

④
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
等

（
８
段
組
）
の
最
下
段
（
１
号

に
付
き
概
ね
９
枠
）
の
３
分
の

１
枠　

１
万
８
千
円
／
枠

（
枠
サ
イ
ズ
④
）（
約
）
横
89
ミ

リ
×
縦
45
ミ
リ

※
１
ペ
ー
ジ
単
位
（
例　

２
分

の
１
枠
×
２
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

《
募
集
期
間
内
は
次
の
順
位
で

掲
載
》

１
、
同
一
枠
を
12
回
一
括
申
込

み
（
一
括
前
納
の
場
合
、
割
引

あ
り
）

２
、
同
一
枠
を
複
数
申
込
み
（
合

計
納
付
金
額
が
多
い
方
を
優

先
、
合
計
金
額
が
同
じ
場
合
、

枠
サ
イ
ズ
が
大
き
い
方
を
優
先
）

３
、１
回
申
込
み
（
枠
サ
イ
ズ

が
大
き
い
方
を
優
先
）

※
そ
れ
ぞ
れ
市
内
の
個
人
事
業

所
や
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

法
人
等
を
優
先
し
ま
す
。

※
優
先
順
位
が
同
順
位
の
場

合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
期
間
経
過
後
、
募
集
枠

に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
申
込

み
順
と
し
ま
す
。

《
注
意
事
項
》

・
広
告
の
内
容
等
は
、「
広
報

と
ち
ぎ
」
広
告
掲
載
仕
様
書
を

厳
守
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
。
詳
し
く
は
問
合
先
へ
）

・
白
黒
広
告
の
掲
載
場
所
は
指

定
で
き
ま
せ
ん

◇
申
込
・
問
合
先　

 

申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
広

告
原
案
を
添
え
て
、

 

秘
書

広
報
課
（
本
庁
舎
２
階
／
☎
21

‐
２
２
２
６
）
へ

　平成 25 年度に市ホームページへ掲載
する有料バナー広告を募集します。
◆掲載期間　平成 25 年４月～平成 26
年３月の１か月単位
◆掲載規格　　天地　  　　50 ピクセル
　　　　　　　左右　   　170 ピクセル
　　　　　　　容量　　　　８ＫＢ以内
　　　　　　　形式　 GIF、JPEG、PNG
◆掲載料　　　１か月    　　 15,000 円
　　　　　　　12 か月 　　165,000 円

（一括前納の場合に限る）
※制限事項など詳細は市ホームページの
トップページをご覧ください。
◆申込・問合先　「ホームページ広告掲
載申込書」に広告原稿（バナーデータ）を
添えて、    秘書広報課（本庁舎 2 階）へ
　　　　　　　　　  ☎ 21 －２２２４

平
成
25
年
度
広
報
と
ち
ぎ
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

バ
ナ
ー
広
告
の
募
集
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市内各地から、楽しい秋の話題が届きました！

①①
裏 表 紙

2012（平成 24）年 11 月 20 日　発行　　　　　　　　　　　　　　 広報とちぎ　12月号 2

表 紙 裏

②②
広報とちぎ　12月号　　　　　　　　　　　　　  2012（平成 24）年 11月 20日　発行3

(   裏 表 紙 の
  １ページ前

③③

広報とちぎ　12月号　　　　　　　　　　　　　  2012（平成 24）年 11月 20日　発行4

④④④

イ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ーイ ン フ ォ メ ー
　   シ ョ ン 等 の
　　　　 ペ ー ジ



2013（平成 25）年１月 18 日　発行　　　　　　　　　　　　　　　　　  広報とちぎ　２月号 16

　　　12 月 7 日、西方小学校で毎年恒例となって
いる持久走大会が開催されました。
　大会は学校を発着点として 1、２年生１㎞、3、
4 年生 1.5㎞、5、6 年生 2㎞のコースで行われ、子
ども達は、寒風の中、多くの保護者や地域の方々の
声援を受けながら元気に走りきりました。

　渡良瀬遊水地の谷中湖では、
秋口から春先にかけてワカサギ
釣りが楽しめます。
　県南地域でワカサギ釣りがで
きるのは珍しく、平日でもワカ
サギ釣りファンの楽しむ姿が見
受けられました。
　谷中湖では、谷中ブロックで
餌釣り、南ブロックでルアー・
毛ばり釣りを楽しむことができ
ます。

　

12
月
14
日
、
栃
木
市
都
賀
よ
つ

ば
保
育
園
で
生
活
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
手
あ
そ
び
や
ゆ

う
ぎ
、
劇
あ
そ
び
な
ど
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
舞
台
の
上
で
発

表
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
の
晴
れ
姿
を
見
よ
う

と
駆
け
付
け
た
保
護
者
は
、
園
児

た
ち
の
発
表
の
様
子
を
写
真
や
ビ

デ
オ
に
収
め
、
大
き
な
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
プ
ラ
ッ
ツ
お
お
ひ
ら
を
会
場

に
、
光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
点
灯
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
６
時
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
大
平
南
中
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
に
よ
る
演
奏
が
始
ま
り
、
８
万

個
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
る

と
、歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

点
灯
期
間
中
は
、
和
太
鼓
や
ダ
ン
ス
等

の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
華
や

か
な
光
と
音
の
共
演
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
皆
川
城
址

の
頂
上
に
、
昨
年
８
月
に
完
成
し
た
物
見
櫓や

ぐ
ら

風

の
展
望
台
。
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
皆
川
城
の
見

張
り
台
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
山
頂
部
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

　

展
望
台
か
ら
の
眺
望
は
、
市
内
や
筑
波
山
な

ど
広
い
範
囲
に
お
よ
び
、
当
時
の
眺
め
と
同
じ

か
と
、
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。


